
綜 説

細菌免疫學的方面 ヨ リ観 タル肺結核 ノ豫後

(第十二同日本結核病學會絡會宿題報告)

大阪帝國大學竹尾結核研究所及第三内科

留學博士 今

結核病機ハ抵抗 力及免疫 二反比例 シ素因及感染

二正比例ス、然 シテ感染 ノ状態 ハ豫後 テ左右 ス

ル力最 モ彊 シ。然ル故二結核感染 ニヨル病憂特

二肺結核其者 ノ歌態テ之 ト密接 ナル關係 テ有 ス

ル全身症状 ト共 二出來ルダケ明ヵニスル事ハ豫

後判定上重要ナリ。

結核感染 ノ状態テ知 ルニハ結核病攣 ヲ解剖的所

見 ノ如クニ窺 ハント努力スルモノナルガ、之二

加 フルニ細菌學的所見モ亦必要ナルハ言 テ挨 タ

ズ。余ハ

第一、結核菌

二就 テ特 二喀庚二於 ケル結核菌 ト豫後 トノ關係

ヲ述ベン トス、爾流血中結核菌 ノ所見ハ豫後刹

定上少カラザル重要性 アルテ以テ之二言及 セン

トス。

肺結核二他 ノ細菌 ノ肺或ハ肺以外 二混合感染 テ

ナス事ハ肺結核 ノ進展 二多少 ノ關係 アル故二

第=、 混合感染

二就 テ述ベントス。肺以外 ノ混合感染更二肺二

於 ケル徽毒、肺炎、肺膿瘍、肺壌疽等 ノ細菌性

疾患モ肺結核 ノ豫後 ト多大 ノ關係アリ又興味多

キ事項タルモ、弦ニハ主 トシテ喀疾二於ケル随

件的細菌 ノ所見 ヨリシテ、混合感染ラ論 ジ他ハ

殆 ド省略ス。.

肺結核 ノ成立及進展ハ結核菌ニヨルモ ノナルモ

其毒力及撒 ト個禮 ノ有 スル素因 トノ何 レニヨリ

村 荒 男

比 較 的 多 ク影 響 セ ラル ・カ バ個 々 ノ揚 合 ニ ヨ リ

異 ナ レ リ。 然 レ ドモ素 因 ガ場 合 ニ ヨ リテ ハ最 モ

有力 二結 核 ノ進 展 テ促 ス、 故 二如 何 ナ ル素 因 ガ

結 核 菌 ノ檜 殖 テ招 來 スル カ ラ知 ル ベ キ ナ リ。 弦

二素 因 ノ1例 トシテ

第 三 、 「ア チ ドー ゼ」

二就 テ述 ベ ン トス、 元 來 素 因 ト抵 抗 力 トハ盾 ノ

雨 面 ノ如 キ關 係 ニ ア リ、 如 何 ナル 條 件 ガ素 因 テ

減 少 セ シメ抵 抗 力 ラ檜加 シテ結 核 菌 ノ檜 殖 テ阻

止 セ ン トス ルカ テ知 ル事 ハ豫 後 判 定 上又 興 味 ア

ル事 項 ナ リ、 其1例 ト シテ

第 四 、謄 色素 卜肺 結 核 トワ關 係

二多 少鯛 レ ン トス。 實 二素 因 及 抵 抗 力 ト結 核 菌

檜 殖 促 進 及 阻1Lノ 關係 テ詳 知 ス ル事 バー朝 一 タ

ノ業 ニ ア ラズ、 例 ヘ バ禮 質 ノ如 キ モ結 核 菌 二封

スル反 鷹 力 トシ テ考 フ レバ、 肺結 核 ノ豫 後 ト重

大 ナル關 係 アル モ今 ハ論 外 トスベ シ。 蘇 ツテ結

核 菌 二封 ス ル免 疫 性 ト結 核 進 展 トノ關 係 テ見 ル

ニ未 グ定 読 テ見 ズ。結 核 進 展 ハ素 因 及 抵抗 力 二

最 モ多 ク關 係 ヲ有 スル モ ノ トシ免 疫 力 テ度 外 視

スル ペ トル シュ キー ノ如 キハ結 核 病 機 ハ素 因 ト

感 染 二正 比 例 シ抵 抗 力 二反 比 例 ス ト爲 シ免疫 性

ヲ黙 殺 ス。 近 來 ブル ノ、 ラ ンゲ氏 又 此 説 二傾 キ

ツ ・ア リ。 然 レ ドモ他 面 ニハ ロエ メ ル、ラ ンケ、

佐 多 ノ如 ク発 疫 性 テ除 外 セザ ル論 者 ア リ。 余 ハ

非 特 異 性免 疫 即抵 抗 力 ノ他 二特 異 性冤 疫 モ亦 結
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核病機二多少 ノ交渉 アルテ信 ズル故二結核菌二

封 スル免疫即チ狭義発疫 ト諸種冤疫反慮 トガ如

何 ナル關係二於テアルカバ別問題 トシテ弦 二

第一節 開放性肺結核 卜

閉鎖性肺結核

第 五 、 冤 疫 反 鷹

ト豫後 トノ關 係 二論 及 セ ン トス。

第一章 結 核 菌

此 ノ雨 者 ノ豫 後 二就 テハ古 ク ヨ リ論 ゼ ラル ・所

ナ リ、 殊 二次 ノ三 者 ハ 死 亡傘 一 就 テ約10ケ 年

ノ観 察 ニ テ死 亡率 ノ差 異 テ認 メ タ リ。

開 放 性 肺 結 核 ニハ 室洞 多 ク豫 後 又多 クハ 不 良 ナ

閉鎮性肺結核死亡李%開 放性肺結核%
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リ、熊 谷 、大 關 又 之 ラ謹 ス入院 患 者 二就 テ 日置

ノ調 査 シタ ル成 績 ハ次 ノ如 シ。
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日置ノ初メニ調査セシモ ノハ大阪醤事新誌第4

巷(昭 和8年)ノ 肺結核 ノ豫後二記載セシガ其後

調査敷テ増加 セリ。之ニヨレバ病症 ノ進 ムニ從

ヒ開放性肺結核多撒 ナリ、又一般的二見テ開放

性ハ閉鎖性二比 シテ豫後不良ナ リ、此調査ニテ

ハ喀疾検査同数種々ナルモ1同 ニテモ結核菌テ

認 メシ者ラ開放性 ト爲セリ。検査方法ハ塗抹標

本検鏡 ノ他二集菌法 ヲ行 ヒシ者 テモ含メリ豫後

判定ハ牛 ケ年乃至1ケ 年牛 ノ槻察二嫁 レリ。

喀疾 二結核菌ガ1同 検査ニテ陰性ナ リトテ直二

閉鎖性 ト爲 ス能ハズ、少 クトモ数同以上嚴密ナ

ル検査 テ要ス、検鏡ニテ検出スルテ得ザル場合

ハ集 菌 法 等 モ出 來 ル ダ ケ慮 用 スベ キ ナ リ。 又 培

養 法 動物 實 験 等 テモ推 奨 セ ラル。

病 竈播 種 性 肺 結 核 ニ テ ハ喀 疾 テ喀 出 セザ ル事 ア

リ、 又滲 出 性 肺 結 核 ニ テ モ喀 疾 ノ喀 出殆 ド無 キ

場 合 ア リ、 カ ・ル場 合 ニ テ含 漱 水 中 ノ喀 疾 小 片

ヨ リ結核 菌 テ見 出 シタ ル場 合 ア リ、 グ ラス、 ス

チ ッ ド等 ハ喉 頭 塗 抹 標 本 ヨ リ結 核 菌 テ詮 明 ス ル

事 ラ報 告 セ リ又 乳 見 小 見 二於 テ ハ 胃液 ヨ リ結 核

菌 テ詮 明 セ ル人 多 シ。 パ ウル セ ン、 オ ビ.ツ 、

エ・フ リー ドマ ン等
。 シ ラ、 ケ レズ リ等 ナ リ.ISil,

成 人 一 テ米 國 ノ ア ル マー及 オー ンス テ イ ンハ 閉

鎖 性 即 チ喀 疾 二結 核 菌 テ 見出 シ得 ザ リ シ287例
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約20%二 於 テ胃 内 容物 中 二結 核 菌 テ謹 明 セ リ。

又 熊 谷 内科 ノ小 川 ハ糞 便 ヨ リ培 養 ニ ヨ リ開放 性

肺 結 核 ニ テ100%、 閉鎖 性 ニ テ213.7%陽 性 二得

タ リ ト シ、 其 結 核 菌 ノアル者 ハ喀 疾 嚥 下 ニ ョル

トセ リ。

カ ク ノ如 キ故 二喀 疾 二結 核 菌 テ検 出 セ ザ リ シ場

合 テ閉鎖 性 ト云 フモ、 其 検 出法 ニ ヨ リ異 ナ レル

判断 テ招 來 ス。 又 閉鎖 性 ト云 フ モ氣 管 ヨ リ結 核

菌 ガ排 出 セ ラ レズ ト爲 ス能 ハ ザ ル モ、 一般 的 二

見 テ閉鎖 性 ノ場 合 ハ開 放 性 ヨ リ豫 後 比 較 的良 好

ト云 ヒ得 ル ナ リ。

尚喀 血前 後 二於 ケ ル喀 疾 中結 核 菌 ノ存 否 ハ豫 後

二影響 ス ル所 多 シ。 山 上 ノ入 院 患 者 二於 ケ ル調

査 ハ 前 記 大 阪 讐事 新 誌 第4巻 二 記 載 セ シ所 ナ

リ、 即 チ喀 血前 二結 核 菌 陽 性 ナ リ シ者 ノ豫 後 ハ

菌陰 性 ナ リ シ者 二比 シ不 良 ナ ル場 合 多 シ、之 山

上 ガ前學 會 二於 テ登 表 セ シ實 験 ノ如 ク血 液 二結

核 菌 テ混 ジテ氣 管 内 二注 射 シ タル時 ニ ハ、肺 二

於 ケ ル結 核 病 憂 ノ封 照 二比 シ著 シキ事 實 ト符 合

第2表

スo

以 下喀 疾 二就 テ ノ報 告 ハ教 室 ノ 日置 ノ調 査 セ ル

モ ノナ リ。

第二節 喀疾中結核菌々敷

入院 開 放 性 患 者120名 二就 テZeiss4】/12ニ テ三

十 覗 野 二於 ケ ル菌 数 ニ ヨ リ四群 二分 チ第2表 テ

作 レ リ、之 ニ ヨ レバ+ニ ハ豫 後 不 良 及 死 ハ10%、

十 ハ48%、 帯 ハ60%、 冊 ハ(;f'%ナ リ、 即 チ菌

敷多 キモ ノ程 一 般 的 二云 ヘ バ豫 後 不 良 ナ リ、 観

察 期 間 ハ前 者 二於 ケル如 シ。 一 般 二観 察 ハ前 節

ト同 ジク短 期 間 ナ ル モ死 亡 率 高 キ ハ比 較 的 二重

症 者 テ多 ク含 ム故 ナ リ。

菌数 ト豫 後 ノ關 係 ハホ エ ス リン,ミ ュ ー ル ベ ル

グ、 ゼ.セ ン等 ノ報 告 ア リ、 喀 疾 ノ菌 数 計 算 ニ

ハ ー般 ニ ガ フ キー表 ガ用 ヒラル モ分 母 ラ覗 野 激

ト シ 分 子 ラ 菌 激 トス ル、 ツ ア プ レウ ス キー、

リ.,ター 等 ニ ヨ レリ。
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第三節 喀疾中結核菌ワ消長

入院患者108名 二就テ4同 以上種々ナル間隔二

201 以上 ヲ(冊)ト
ス30

於 テ塗 抹 標 本 ニ ヨ リ菌 ノ清長 テ検 シ第3表 ラ作

レリ。

上 圖 一 ヨ レバ菌i漱不 攣 ナ ル者 ノ豫 後 不 良 者 ハ70
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第3表 喀疾 中 ノ結核 菌消長 ト豫後(日 置)
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於 テ菌 獄増 加 又ノ・不 愛 ナ ル者 ハ豫 後 不 良 ナ リ、

然 レ ドモ菌撒 減 少或 バー 時 的 菌現 出 スル者 ニ ハ

良 好 ナ ル者 多 シ。 是 等 ハ熊 谷 、 大 關 、 コル スマ

ン、 ミユー ルベ ル グ等 ノ記 ス ル所 ト大膿 同 ジ。

シ テ次 ノ表 テ得 タ リ。
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第四節 結核菌ノ長サ

第四節 ヨリ第七節迄 ノ調査材料 ハ入院患者120

名 ヨリ得 タル者ニテ観察期間ハ前者二於 ケル如

シ 。

喀疲中 ノ結核菌 ノ長サテ測定 セシ菌数ハ各々
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維 過

良1禮

¶
⊥

一
雪
⊥

1

0
召
T
1

lr46タの(816)1(3、%)

2

一
-

一
-

π
δ

不良
及死

2

Φ
三
3

3

一
3

一
り
り

喀疾中結核薗喰菌現象

(粁)第
二 群

症例数

(註)1)Kハ2μ 以下 ノ短型菌 ヲt

Mハ2.1-3.Oyノ 中型薗 ヲ

Lハ3.ly以 上 ノ長型菌 ヲ示 ス

2)薗 ハ200個 以上 ヲ算 シソノZF均値 ヲ トル

3)Km・ ・短型薗 ヲ主 トス ル短 中混合 ノ場合

ヲ示 ス以下之 二準 ズ

之 一 ヨ レバ2μ 以 下 ノ短形 ノ多 キ 者 二豫 後 不 良

者 比 較 的 多 シ、 之 室 ル.L型 等 ノ記 述 セ ル事 一

一 致 ス
。 然 シテ2-3μ 中形 及3μ 以 上 長 形 ノ多

キ者 二豫 後 不 良 者 多 シ トハ云 ヒ能 ハザ ル ナ リ、

之 木 村 二相 反 ス。

喰 菌 現 象

(日置)

第(竺)群 合計'

経 過

}

1

L
3

良

3

}6

}
,

1

1

一
2

1穫

…2

一
1

一
1

一

1

不良
及死

ユ

ー

一
1

一
3

0
召

症例数

_一 一1_

-

[
4

一
4

31

(,ll6)1(3116)1(2。ち)1(3。1の1

1

2

(519・,)1(、1}6)

経. 過

良i不剰 醗

1

3

1

1

(4516)1(9}6)

』1-H'一

3

1
5

(46%)
(註 ノ30覗 野 中 ノ総 菌 激 ヲ100ト 見 タ ルレ同 数 覗 野 中 ノ喰 菌 数 ヲ以 テ群 別 トナ ン之 が10個 マ デ

9(十)11個 一一20個 、(++)50個 以 上 ヲ(柵)ト ス

57
(48%)

、
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之 二 依 レバ喰 菌 比 較 的 多 キ者 ニ ハ豫 後 良 好 ナ ル

者 多 ク喰 菌 比 較 的 少 キ者 ニ ハ豫 後 不 良 者 多 シ。

之 大 膿 二於 テホ エ ス リン、 ロエベ ンス タ イ ン、

ツル バ ン及 バ ウエ ル、 マ ラ リア ノ、 バ ンデ リー

二と及 ロエ プ ケ等 ノ成 績 ニー 致 ス。 然 レ ドモ多撒

ノ{列夕玉ア リ。

明 カニ認 メ ル モ ノ45名 、6り%ナ リ・。 此 表 ニ ヨ

レバ菌 叢 テ認 ムル者 ハ重 症 者 二 多 ク又 特 二急 性

滲 出性 ノ者 二 多 シ。

第6表(b)1喀 疾 中結核菌菌叢 ト経過(日 置)

第六節 菌 叢

第6表(a)ハ 菌 叢 ト病 症 ト ノ關 係 テ示 セ ル者 ナ

リ。 喀 疾 中菌 叢 アル者75名 ニ シテ 其 中 室洞 テ

第6表(a)喀 疾 中結核菌薗 叢b病 症(日 置)

1＼ 菌叢

鋤 ＼肇 、
薗 叢(有) 菌叢(無) 合 計

良61'3596)「11r65%) 17
一一一

不 攣i13{'39ク の123「6196) 36
1不良及死
56・8S%) 1M2%) 67

1合 計1 75(63%) 45r37%) 108
一_一 一一一一 脚

＼ .麟 長＼
＼ 空 洞　

羅喬倣＼
堕
的

古
半
(

中等症
(47)

急性1

慢謝

過

良
死

不
及攣

一

体

…

良

「

叢
)十

菌
(

急 性 一一∋一

慢性

混食 一

i急 性

1

薗 叢(+)
ニ ンテ

空洞(+)
ナ ルレモ ノ

2

1,5
12

3

4

14

116

}Gl乳)1

1491
(52紛[

1

1

3 5

4

1

31一 冨

1i11

5

0

重症 瞳 性1
播種

合混
「∂6(

肺炎型

3

τ
2】2

'7

9

1

1

10

0の
θ

1合
計

:-1 11212

7516i・3i56i(轟

(註)結 核菌10個 以上 結束 セルモ ノヲ以 テ

菌 叢 トス

第7表(a)

C註.、結核菌10個 以上結束 セルレモ ノヲ以 テ

菌叢1・ス

第6表(b)ハ 菌 叢 ト豫 後 トノ關 係 テ示 セ ル モ ノ
'ニシテ菌 叢 アル者 ニ ハ豫 後 不 良 者 多 シ

。

菌 叢 ハ菌 ガ10個 以 上結 束 セル モ ノニ シテ室 洞 、

病 症 、 豫 後 等 ノ關 係 ハ木 村 トー 致 ス、 湊 川 ハ病

理 解 剖 的 二乾 酪 竈 二多 シ ト云 フハ第6表 テ裏 書

ス ル モ ノ ナ リ。

喀疾 中 ノ細胞 ト病型(日 置)

第七節 喀疾中ノ細胞

調 査 セ シ 細 胞 数 ハ100-250ニ シ テ 重 症 者 ニ ハ

「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 少 シ
、 之 セ ッ ドル マ イ ヤ ー 、

フ フ子 リ等 ニ ー 致 ス、 然 レ ドモ 第7表 二 見 ル 如

ク 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 ハ重 症 者 ニ モ 表 ハ ル 故 二

之 ア ル故 二 豫 後 良 好 ト 云 フ 能 ハ ズ 、 べ.,ト マ

ン、 ツ ル バ ン、 ス ター デ ル マ ン、 オ ッ ト ノ設 ノ

(120例)

1

■一■■曜i踊国圏■■■■圏 一

細胞別

病型及
調査例敷

輕 症

(8)

急 性

慢 性

中等症
(47)

!

急 性

慢 性

混 合

重 症

(65)

急 性

慢 性

播 種

混 合

1肺炎型
鰯

「エ オ ジ ン」嗜 好
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/
0
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/
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中性多核白血球

.
φ

ク

/0●58

/
0

ク

/
0りゆ6 }74・ ・%

75・7%1

;1:1;　i74●1%

1;髪/_

;1:IJ

淋

3、0%

5.0ク6

i翻國i;iii}一 .

1
巴 球1大 軍 核 細 胞

i

}4・ ・961:1;二}・ ・5%

1

熱 琢
、1:1;1∫

llil』

1:翻
(註)細 胞 ハ100個 叉 ハ250個 ヲ算 シ分 類 セ ル%ヲ 示 ス
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第7表(b)喀 疾 中 ノ細胞 ト経過

(日置)(120例)

り縮
＼
＼過経

良

不 攣

不良及死

症例藪

17

36

17

多
血

性
白

中
核
球

脇凪

冤
騨
16.7%

i6.5%

淋巴球

i4・3ヌ6

76.8タ65.0%

79.0% 6.5%

大軍核
細胞

0.Ooク

1.5%

4.0%

(註)細 胞 ・・100個 叉 ・・250個 ヲ算 シ分 類

セ ルレ%ヲ 示 ス

如 シ。

淋 巴球 ハ此 表 ニ ヨ リテ ハ豫 後 上 明 ヵ二示 ス所 ナ

シ。 喀 疾 ノ細 胞 ノ意 義 二就 テハH6sslin,Das

Sputum1922及Sedlmeyer,Tbk.Bibliothek

No11.1923二 記 ス所 多 キ故 二省 略 ス。

大 軍核 細 胞 ハ第7表 ニ ヨ レバ重 症 者 二多 シ、 然

シ少 数 例 ニ ハ輕 症 者 ニモ 出現 ス、 此細 胞 ノ起 原

二就 テ ハ異 設 アル モ滲 出型 二於 テ ヨ リ多 ク出 ル

傾 向 ア リテ注 意 ヲ要 スベ キ モ ノ ナ リ。 小 撒 例 二

於 テ此 細 胞 多 キ故 二滲 出性 結 核 テ疑 ヒ適 中 シタ

ル 場 合 ア リ。

爾 喀 疾 中 ノ蛋 白 テ人 膿 血 満 ノ免 疫 家 兎血 清 ニ ヨ

ル沈 降 反 慮 テ以 テ測 リ シ事 テ 日置 ハ昨年 當 學 會

二於 テ號 表 セ リ、 之 一一ヨ レバ氣 管枝 「カ タ ル」喀

疾 中 ニハ ー般 的 二 蛋 白少 ク 結 核 喀 疾 二 蛋 白多

シ。 肺 結 核 患 者 二於 テ ハ重 症 者 ノ喀 疾 濾液 中 ニ

ハ此 方 法 ニ テ護 明 セ ラル ・蛋 白 ハ中等 症 二於 ケ

ル ヨ リ比 較 的少 シ。

41人 中経 過 テ知 リ得 タ ル32人 テ牛 年 乃 至3ケ

年 観 察 シテ次 ノ如 キ第8表 テ得 タ リ。

第8表 血 中菌陽性 者 ノ経過

症 別

重 症

中等症

輕 症

人 敬

16

経 過

12

死 亡

悪 化

不 攣

良 好
死 亡

4

悪 化

不 攣

良 好
死 亡

悪 化

不 攣

良 好

人 敷

13

2

0

1

4

2

0
β

4

0

0

1

3

第八節 血中結核菌

天川 ハ 肺結 核252人 中18人=7%ニ テ 血液 約

5娩 ヨ リ結 核 菌 テ培 養 セ リ、 中谷 ハ肺結 核 患者

133人 二於 テ血 液8耗 ヨ リ得 タ ル 血 餅 テ海狽 腹

腔 内 二注射 シテ16人EP12%二 結 核 菌 ヲ詮 明 セ

リ。 梅 谷 ・・ウエ ス テル グ レー ン、 カ.・ツ ノ血沈

検 査 二用 ヒ シ血 液1・6妬 テ海狽 ノ皮 下 二注射 シ

テ202人 中5人=2.5%菌 陽 性 ラ護 セ リ。 叉血

液5耗 ヨ リ得 タ ル血餅 テ海獲 ノ腹 腔 二注射 シテ

45人 中2人=4.1%=陽 性 ノ成 績 テ得 タ リ
。 以

上 天 川 、 中谷 、 梅 谷 ノ流 血 中結 核 菌 陽 性 ナル 者

重 症 者 ハ元 來 豫 後 不 良 ナ ル モ菌 陽性 者 ノ大 部 分

ハ死 亡 セ リ。 中等 症 ニ テハ豫 後 良 悪相 牛 バ シ輕

症 ニ テ ハ良 好 ナ ル モ ノ多 シ、 黄 楊 ノ調 査 セ ル如

ク其 中 ノ1人 ハ 全 快 シテ 「ツベ ル ク リ ンア レル

ギ ー」陰 性 即 チ陽 性 「ア子 ル ギー 」一 達 シ タル モ

ノ ア リ。

阪 大 眼 科 ノ黒 田 ハ眼 結 核 患 者 ノ5耗 血 液 テ海 狽

二注 射 シテ69名 中9名=lr)%=於 テ 菌 陽 性 ラ

示 セ リ、 是 等 眼結 核 患者 ノ肺 臓 所 見 ハ活 動 性 ト

認 ムベ キ所 見 ナ シ。

ロエ ベ ン ス タ ィ ンハ彼 ノ書VorlesungenUeber

Tbk.1920二 於 テ流 血 中結 核 菌 謹 明 二關 スル多

激 ノ文 獣 テ紹 介 セ リ、 石原 モ亦Z.f.Tbk.3s.

H2.1923二 多撒 ノ文獣 テ紹 介 セ リ。

血 中 ヨ リ結 核 菌 ノ培 養 二就 テ ハ ロ ェ ベ ン ス タ イ

≧ 、 芦 村 、 住 吉 ノ研 究 ア リ、 熊 谷 内科 飯 淵 、 今

村 内科 天川 ノ報 告等 ア リ、熊 谷 ハ 日本 内科 學 雑

誌 昭和7年 二於 テ培 養 成 績 ノ多 数 ヲ紹 介 セ リ。

流血 中 ノ謹 明 ハ検 鏡 法 ニ テ ハ過 失 テ來 ス事 アル

故 二動物 實 験 或 ハ培 養 ガ確 實 ナ リ.然 シテ其 方

法 ニ ヨ リ叉 患 者 ノ歌 態 ニ ヨ リ其 陽 性 率 ハ種 々 ナ

リ ト難 モ、輕 症 者 二於 テ モ流 血 中 二結 核 菌 ノ入

リ得 ル者 ア ル事 ハ明 カ ナ リ。 肺 二於 テ確 ナ ル病

竈 ナ キ所 ノ淋 巴 腺結 核 等 二於 テ モ亦 流 血 中 二結
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核菌ハ入 リ得ベシ。而モ粟粒結核 テ起 サズニ終

ルモノアリ、又血道性 ノ病竈播種性肺結核 テ起

ス トモ豫後比較的 ヨキ・者アル事ハアッスマン、

ノイマン等 ノ報告スル所 ナリ。

肺結核輕症者ニテ流血中二結核菌 テ詮明 シ豫後

良好 ナルモノアル事 ハ熊谷、飯淵 ノ認 ムル庭 ナ

リ、余等モ亦前述 ノ如 キ経験テ有 ス。乃 チ流血中

二結核菌 アル トモ豫後必 シモ不良 ナラズ、輕症

者中ニテハ良好ナル者又豫想以上二多キカ。

全身粟粒結核 ノ登生二就テハ議論多 キ所 ナル

ガ、結核菌 ガ血流中二入ル事實、其結核菌 ノ撒

量、個膿 ノ抵抗力及免疫力等 ガ考査セラルベキ

ナリ。流血中二結核菌アル トモ其撒少ク又抵抗

力冤疫力 アレバ粟粒結核ハ登生セズ。余ハ年來

血液中結核菌 ノ檜殖 二興味テ有 シ之二於 ケル檜

殖阻止テ免疫(狭 義)ノ 有力ナルモノト考 フ。此

檜殖阻止作用及組織 ノ免疫力ハ血中二結核菌ア

ル トモ豫後不良 二陥 ラシメザル有 力ナル理由タ

ルベ シ。然 レドモ流血中二結核菌 ガ多敷 二又常

二存在 スル如 キ時ノ・豫後 二重大ナル影響 アリト

モ考ヘラルモ血中菌 ノ有無 ノミーヨリ豫後 テ判

定ナシ得ザルナ リ.

第九節 結核菌ノ毒力及菌型

肺 結 核 患 者 ノ喀 疾 ヨ リ得 タ ル84株 、 血 液 ヨ リ

得 タ ル12株 、 尿 ヨ リ得 タル3株 、 淋 巴腺 結 核

ヨ リ得 タ ル1株 、 合 計100株 ノ培 養 テ ブ ル ノ、

ラ ンゲ氏 法 ニ ヨ リテ海狽 二封 ス ル毒 力 テ教 室 ニ

テ松 久 ハ検 セ リ。 繕 テ ノ菌株 ハ 海狼 二封 シテ毒

力 テ有 ス ル モ家 兎 二封 ス ル毒 力 ハ遙 二弱 シ之 一

ヨ リ100株 共 二人 型 ト認 ム ル ラ得 ベ シ。

強 毒 菌 上池 菌 ラ標 準 トシ テ海獲 ノ皮 内 二注射 シ

皮 膚 及 局 所 淋 巴腺 ノ病 攣 テ観 察 シ毒 力 ラ強 中弱

二分 テ リ、 然 シテ100人 ノ患 者 テ牛歳 乃 至3ケ

年 観 察 シテ其 経 過 テ定 メ下 ノ表 テ作 レ リ。

之 ニ ヨ レバ強毒 菌 ニ ヨル豫 後 必 シモ不 良 ニ ア ラ

ズ、 又 弱 毒 菌 ニ ヨ リテ モ豫 後 不 良 ナ ル モ ノア リ

即 チ結 核 菌 ノ海猿 二封 ス ル毒 力 ニ ヨ リテ豫 後 テ

ー 定 スル能 ハ ザ ルナ リ。

第9表(松 久)

百種 ノ結核薗株 ノ毒力 ト豫後 トノ比較百分率

一}

不 良

不 明

不 攣

良

合 計

1蒔

姜

§
13

1中雑
21

31

76

弱毒

5

0

4

2

11

35

10

8

47

100

流 血 中 ヨ リ得 タル菌 ・・11株 ニ シテ 中等 毒 力10

株 弱 毒1株 ナ リ自ロチ流 血 中 ノ結 核 菌 必 シモ強 毒

ナ リ ト断 ジ テ云 ヒ得 ザ ル ナ リ、 喉 頭 結 核 ノ診 断

テ受 ケ タル肺 結 核 患 者 ノ12名 ヨ リ得 タ ル12株

ノ中10株 ハ中 等 毒力2株 ハ弱 毒 ナ リ、 之 テ以 テ

見 レバ喉 頭 結 核 ヲ件 フ肺 結 核 ノ結 核 菌 毒 力 ハ強

毒 ナ リ ト云 フ能 ハ ズ。

前 述 ノ如 ク100株 共 二家 兎 二封 ス ル毒 力 弱 キ テ

以 テ大禮 二於 テ牛 型 菌 無 シ ト認 ム ベ シ。 英 國 二

於 テハ近 來 肺 結 核 ノ牛型 菌増 加 ノ傾 向 アル事 テ

グ リフ イ スハ唱 へ、 ブル ノ、 ラ ンゲ バ掲 逸 ニ テ

モ今 來 牛型 肺結 核 テ見 出 セ リ。 英 國 ノ カ ン ミン

グ 盗 及 フ 。Z2ニ ハ牛 型 ニ ヨル肺 結 核 ハ豫 後 不

良 ト云 フモ其例 少 キ故 二確 ナ ラズ。 牛 型 ニ ヨ リ

肺 結 核 ノ起 ル如 キ時 ハ他 ノ條 件 ガ豫 後 ラ不 良 二

導 クモ ノニ シテ必 シモ菌 型 ニ ヨル ニ ア ラズ、 然

レ ドモ既 二牛 型 ニ ヨ リ肺 結 核 ノ起 レル時 ハ ヵ ン

ミング ス等 ノ云 フ如 ク豫 後 不 良 ナ ル場 合 アル ベ

シ 。

日本 二於 テ夙 二北 里 ハ牛 型 テ人 間 二見 ズ、 宇 賀

ハ又 外 科 的 結 核 ニ テ牛 型 ヲ見 ズ、 弓創 ハ腎 結 核

ニ テ粟粒 結 核 テ合 併 セル1例 二於 テ牛 型 ヲ認 メ

タ リ。 トモ カ ク 日本 二於 テ ハ 牛型 ニ ヨル肺 結 核

ハ 未 ダ問 題 タ ラズ、 但 シ結 核 牛 二接 近 スル人 二

於 テハ牛 型 肺 結 核 モ ア リ得 ベ シ、 然 レ ドモ現 今

豫 後 判 定 上 人 型 及牛 型 ハ 問題 トナ ラザ ル ナ リ。

第二章 混合感染

エ ー ル リ ッ ヒ及 ブ リー ゲ ル ガ1882年 二 混 合 感 染ナル言葉 テ用 ヒ始メタルガ、其後此意味及分
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類 二就 テ ハ人 一 ヨ リ異 ナ レ リ。 シユ レー デ ル及

メ ン子 ス ・・1898年 一 肺結 核 ノ 慢 性 混 合感 染 ト

ハ結 核 菌 ト他 ノ細 菌 ガ 同時 二存在 シテ肺 結 核 ノ

慢 性 病 憂 像 テ複 雑 化 シ、 且肺 結 核 ノ症 候群 二關

與 セ ル モ ノ ト云 ヒ シモ、 必 シモ肺結 核 ノ慢 性病

攣 ニ ノ ミ影 響 スル ト限 ラザ ル ラ以 テ軍 二肺結 核

病攣 像 テ複 雑 化 スル云 々 トス ル ガ適 當 ナ リ ト考

フ.然 シ テ此 慢 性 混 合 感 染 二 封 シテ 「イ ンテ ル

クル レ ン ト」ノ 混 合 感 染 テ匪 別 ス。 後 者 ハ 急 性

二混 合 感 染 テ起 ス ラ以 テ急 性 混 合 感 染 ト構 スル

モ優 別 ノ困 難 ナ ル場 合 ア リ、 余 等 ノ混 合 感 染 ト

ス ル ハ教 室 ノ小野 ガ3同 以 上 同一 菌 種 ラ培 養 シ

得 タル モ ノニ シテ、 臨 躰 的 二混合 感 染 ガ關 與 セ

ル モ ノ ト認 メ タ ル場 合 ナ リ、 混 合感 染 ノ決 定 ニ

ハ 極端 ナ ル者 ハ流 血 中 ヨ リ其 菌 テ培 養 シ得 ベ キ

揚 合 トス ル モ此論 バー般 的 ナ ラ ズ、 又 血 清反 慮

ヲ以 テ混 合 反慮 テ決 定 セ ン トス ル人 ア ル モ之 モ

實 際 的 ニ ハ意 味 少 シ。 カ ・ル故 二混 合感 染 ニハ

(イ)喀 廃.二於 テ 同一 細 菌 テ多 数 二度 々培 養 シ得

策11表

ル モ ノ、(ロ)襲 熱 二混 合 感 染 ガ關 與 セル如 ク思

ハ ル モ ノ、(ハ)「 カ タル」症 状 多 キ場 合(二)下 熱

ト共 二混 合 感 染 ノ菌 ガ減 少或 ハ 酒 失 ス。 カ ・ル

場 合 二於 テ混 合 感 染 トシテ ノ意 義 多 キ ナ リ。 然

シ テ随 件 菌 ガ氣 管 枝 ノ ミニ アル ヵ或 ハ肺 結 核 病

竈 ニ アル カバ匪 別 スル能 ハ ズ。 又 治 療 法 ヨ リ見

テ匠 別 テ要 セザ ル テ以 テ雨 者 共 二混 合 感 染 ナ リ

ト認 ム。

第十節 肺結核 卜随件細菌

入院 セル肺 結 核 患 者250(大 部 分 開 放 性)例 中急

性 混 合感 染32例 、 慢 性5(5例 、 合 計88例 即35

%ナ リ、 此 患者 ハ昭和6年4月 ヨ リ昭和8年 ノ

秋 マ デ ノ患 者 ニ シテ昭 和8年 暮 ノ 「グ リー-Jぺ」流

行 前 ノ者 ナ リ。

小野 ノ得 タ ル 第10表 ニ ヨ レバ 重 症 ニ ナ ル ニ從

ヒ混 合 感染 ハ頻 度 多 クヌ.一般 二滲 出 型 二多 キ傾

向 ア リ。

混 合感 染 ノ肺結核豫 後二及 ボス影響(小 野)

＼
混 合 感 染 陰 性 者(143) 混 合 感 染(88)

経
、 過1

型 ＼・ 例＼ 販 ＼
.

輕症

中等
症

重症滲出型

累 計 及
百 分 率

増殖 型i734

滲出型17

増殖型32

麺33

壇殖型9
1亀_

143

不
良

攣

11

6

9

5

言1

125.4%

5

3

8

7

0
4

・∠
7雫の

4

0
0
・

10
θ

0
4

不

良

7

4

7

」里_
3

一一旦

42

34.4%

死

亡

経
過
＼

＼
㌦

不

明

リ
ヨ

良

9L3
38

一-

不

攣

-

不

良

-

死

亡

1

3

5

4

7

/
0

0
/

2

0

0
召

・
81

5 13

4 23

13

128

2・is8

1 1

0
召

叉
リ

4

0
ヨ

3

416

4.8%19.0%

4 1

42

12 4

5 6

718

35?1%136鍋%

不

明

1

3

互一

第十一節 混合感染ワ影響

混合感染 ガー般的二重症者二多キ故 二當然混合

感染者 ノ豫後ハ不良 二傾 ク ト考ヘ ラルカ、撒字

的二之ヲ第11表 ニヨリ知 リ得 ベシ。 之 ニヨレ

バ喀疾中二結核菌以外 ノ細菌少 ク混合感染陰性

ト認 ムル者 ノ豫後不良及死ハ52%ニ シテ混合

感染二際 シテハ72%二 及ベ リ。 小野 ノ調査セ

ル250人 ニハ輕症者ガ比較的少キ故二全膣 トシ

テ ノ死 亡傘 ハ高 キ モ ノナ ル モ、 大 艦 二於 テ混 合

感染 アル者 ノ豫 後 ハ 不 良 二傾 キ 易 キ事 ラ 観 取

スo

第十二節 混合感染の菌種

Jessen,FPi6ryu.a.Courmont,P.等 ノ既

二報 告 セ ル ア リ.此 調 査 ハ第12表 ニ シテ肺 炎

蔓 球 菌 ガ干 與 スル事 最 モ多 ク約 牛撒 二及 ベ リ、

次 二頻 度 ハ葡 萄 状 球 菌 、連鎖 状 球菌 、其 他 ナ リ。



166 今村=細 薗 免疫學 的方面 ヨリ観 タ,レ肺結核 ノ豫後 【第12巻

第12表 混合感染薗種 ト肺結核豫後 ノ關係(小 野)

＼ 経過
菌
種＼

肺
炎
讐
球
菌

葡
萄
状
球
薗

良 不 良 不 死 亡

1

2
白 葡 薗

溶黄葡薗

連
鎮
状
球
菌

是
等

ノ
混
合

{
其
他

ノ
細
菌

5

3
溶黄葡菌

白葡菌2

16 10
ヨ

ら菌
薗
薗
薗
菌

響
葡
響

溶
黄
白
溶
澄

9

1溶 …連 菌

溶 連 菌
3連 球 菌

線 連 菌

2溶 黄葡菌2

溶連薗2
3

線 連 菌

菌
菌
薗
菌
薗
薗

葡
葡

妙
葡
連
氏

黄
黄

力
黄
溶

パ

+
+
+
十
+
+

菌
菌
菌

菌

氏
桿
連

葡

パ
長
溶

黄

4

菌
菌
菌
菌
薗
菌

球
球
球
球
乳
球

肺
連
肺
肺
連
肺

+
+
+

+

+

菌
菌
薗

薗

薗

葡
球
氏

葡

葡

黄
肺
パ

白

黄

げ0 1黄葡菌+月市球保f

不 明

1

累 計

1

累 計 4

44

(50%)

16

i(18・8%)

1

の
d

パ 氏 菌

カ タ ルレ菌

ri"6　 一

1四 聯球菌

一壱

3

線膿菌1

4パ 氏薗2

腸球 菌1

溶黄葡菌
1十

肺 球 菌

31

0
劃

長 桿 菌

小 球 菌

4

7

(7.9%)

11

(12.5%)

10

1、11.4%)

S8

〔註」

如何 ナル細菌 ノ混合感染ニヨリ豫後不良者多キ

カバ此表ニヨリテ知 リ得ザルモ絶封数 二於 テハ

肺炎墜球菌 ノ關與 セル場合二豫後不良者多 シ。

此表二於ケル患者 ノ観察期間ハ3ケ 月乃至1ケ

年 ナリ.

第10表 二準 ズ

第十三節 肺出血後二於ケル

混合感染

第13表 ・・肺 結 核 ノ喀 血 患 者120名 中83人 即69

%二 於 テ混 合 感 染 テ認 メ其 中61人 即73.5%ハ

第13表(a)肺 出血後 二於 ケ ル混合感染(小 野

病

型
一一 一 一 一

輕

症

(18ノ

一

禮 温

検総
査
人
員数

結ノ
核細
菌菌
以陰
外性

混例
合
感
染
症数

肺炎球菌

21

葡 球 菌

一一 一

}昆 合 感i染L83,

連 球 菌

』 一 一 一 一へ

是 等 ノ混 合

一 一
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無 熱 7 4 3

』一一}曽 一　 『,一___一 }　 一

『一{

一一一 『 一__
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『

微 熱 2 0 2 21
1

一

輕 熱 6 2 4

3

3 1黄 葡菌

一

一一一

高 熱 3 0 2 1溶 連球
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中

等

症

(53)

重

症

無 熱

微 熱

(49)

輕 熱

高 熱

無 熱

微 熱

輕 熱

高 熱

8
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24

14

7

6

16

20
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4

6
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3
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1 5
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5 15

一互一一一
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/

皿7
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S

1

　ー

溶黄葡菌
1連 球 茜1小 球菌
肺 球 菌
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ク

0

〆

3
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・

3 .

0
ク

ノ

6

27

「註〕 喀 疾 ノ培 養 法 蛇 二表 中 ノ略 語 ハ第10表 二準 ズ

禮 温 無 熱=37。c以 下 微 熱=37.1-37.50(.輕 熱=37.6--38^c高 熱=38.1。c以 上

第13表(b)肺 出血 後 二於 ケ ル混 合 感 染 ト肺 結 核 豫 後(小 野 ノ

査

病 ・人
型

一一 一 一 一 一一_一 一一 一 一

輕 症 培 殖 型11

(18)

＼ 酬 徽 薗以外ノ細薗灘 両1混 合 感 染(83)

ド、讐1良

鰐 蹴⊥
一一 　

5

不攣

4「1

不良

ト
ー 一}}　 --一 一7一 一

経

死亡 沫 明 一
1例

勲_
61

ll

良!不 攣 不 良

11
-}一 一一一一一一『

311r2

-

1

死亡1不 明
1

『 　 }一 皿

1

滲出型 ■
24

】 11 :
6

　 一 一

一L3

23 11 ト1

中等症(
53)

増殖型 11 6 13 1 1 13 6 3111

滲出型 29 7 2 111
-一 一一一1

2 1 225
巨146;

重 症(
49)

一 一

塘殖型 21 2 lI1 1 一・gi巨167・
滲出型

一 一一一 盤

120

11 1
_L6-4一 1

;
・τ⊥ 一_一 す 堂L翌 ⊥ 一_

累 計 及
百 分 卒 、

一一 一 一一一

30『}ζ96L7手莞一6114・舞%i3EL書96j22.弓%

『 　一 す 一一 一

4

i6gl舞%、51琴ヲ繍%2611%』811ク6
1

肺 炎墜 球菌 ニ ヨル モ ノニ シテ フ イ ン塑 及 埜

ボ ヴ スキー ノ成績 二近似 セ リ。 然 シテ喀 血後 混

合 感 染 ア ルモ ノガ豫 後不 良 及 死 ヲ來 セル場 合相

當敷(約J'・5%)一 上 レル テ以 テ喀 血 後 ノ混 合 感染

ハ豫 後 上 注意 スベ キ モ ノニ シテ叉 余 等 ガ常 二治

療 上 ニ モ之 ヲ念 頭 二置 キ ッ ・ア リ.

第十四節 混合感染 ワ肺炎隻球菌

肺 結 核 ノ混 合 感 染 ノ肺 炎勢 求菌 、63株 、喀 血 後

ノ者61株 及 「クル.プ 」性 肺 炎100株 二 就 テ 菌

型 テ見 ル ニ第14表(a)ノ 如 シ、 表 二於 テ 見 ル

如 ク 「クル 、,プ」性 肺 炎 二於 テハ第 一一型 最 モ 多 ク

第14表(a)肺 結核 二於 ケノレ混 合感染 二出現 セ

ル肺炎墜球菌 ノ薗型蛇 二毒 力(小 野ノ

肺炎墜球菌菌型

肺 炎 縫i球菌 菌 型
菌 出 所 ・

Illl

肺 結 核 患 者1313喀
ヲ爽20.60028.5ク6

喀 血 患 者 喀16

疾26.2・ 。

巌徳 購48

14

22.9%

29

皿X罵

菌
株
数

4.1%46雪%i63

31061

50.Sryrv

5181100i

第二 型 之 二次 グ、 然 ル ニ肺 結 核 混 合 感 染 二於 テ

ハX属 薮 モ多 シ
。 而 シ テ第14表(b)二 於 テ見
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第14表(b)肺 炎 墜 球 薗 毒 力

10-一一一15gtマ ウ

ス 」 ノ 腹 腔 内

注 射 ニ ヨ ル

M.L.D.(mg.)

10-5

10-1

10-3

10--2

ユ0司

0.2

0.5

2.0

Nonvirulent

累

ー二=
ロ

各 型
菌株敷

菌株数

肺 結 核 患 者喀疲

1

型

1

8

1

1

0
ヨ

3

一

¶
⊥

皿

型

1

0
召

6

1

2

「 互一

3

91

皿

型

1

0
召

X

團

7

9

2

1

4

6

63

喀 血 患 者 喀 疾

1

型

1

0
刃

5

0
召

3

0
∂

32916

皿

型

1

3

4

1

皿

型

る

1[
・4i・

61

X

團

1

O
」

7

1

3

6

11

31

1

「クループ」性 肺 炎

患 者 喀 疲

型

1

5

8

15

11

0
ヨ

0
'

1

3

48

皿 皿

型 型

2

4

11

7

の
幽

0
ヨ

1

129

の
ヨ

0
ヨ

1

X

罵'

O
ヨ

3

4

0
召

0
6

0
召

3

518

100

ル如 ク 「マ ウ ス」二封 ス ル毒 力 ハ 「ク ル.プ)性 肺

炎 二於 ケ ル ヨ リモー 般 的 二毒 力 弱 シ叉 喀 血 混 合

感 染菌 ハ然 ラザ ル場 合 ノ菌 二比 シデ 毒力 ヤ ・彊

キ傾 向 ア リ.

肺 結 核 ノ混 合 感 染 二就 テ ハ コ ・ホ ハ結 核 菌 駿 見

當 時 既 二結 核 菌 以 外 ノ細 菌 二封 シテ其 意 義 ラ啓
　 　

不 セ リ。 ペ トル シユ キ ー,フ ア イ フ エ ル 、 ク レ

の の

一 フ ス 、 コ ル 子.,ト 、 オ ル ト子 ル 、 ス ペ ン グ レ

ル 、 シ ユ ロ エ デ ル 及 メ ン 子 ス、 佐 多 、 ブ ラ ウ エ

ル 及 ペ ー テ ル ス等 ガ 混 合 感 染 二 就 テ記 述 セ シ モ

近 來 混 合 感 染 二 關 ス ル 記 述 ハ 比 較 的 少 キ ガ 如

シ。 綜 説 的 二 ・・1.Holl6Zbl.9.Tbk-Forsch.

3211/121930,KuthyundWolff-EisnerDie

Prognose-Stellungd.L-Tbk.19L)-1,P.Sedl-

meyerTbk-Bibliothek.11.1923Braueru.

PetersBrauers且andbuchd.Tbk.IIBd.等

二詳 細 二 亙 レル 記 事 ア ル テ以 テ文 献 ハ 弦 二 省 略

スo

要 スルニ肺結核 ノ混合感染ハ豫後上注意 ラ要 シ

治 療 上 ニ モ關 心 ス ベ キ事 ナ リ。

爾 廣 キ意 味 ノ混 合感 染 トシ テ肺 臓 二於 ケ ル炎 衝

即 チ 「イ ンフ ルエ ンザ」、 徽 毒 、 氣 管 枝 加 答 見 、

肺 炎、 肺 壌疽 ト ノ關 係 又 肺 臓 以外 ノ傳 染 性 疾 患

ノ肺 結 核 豫 後 二及 ボ ス影 響 二就 テ興 味 ア ル者 ア

ル モ弦 ニ ハ省 略 ス。

唯 腸 「チ フ ス」トノ關 係 二就 テー 言 セ ン。 額 田 ハ

結 核 ノ治 療 二腸 「チ フ ス」菌 テ 「ヘ テ ロ バ クテ リ

オテ ラ ピー 」一用 ヒ 隊 洲 ニ テ モ 之 テ行 フモ ノア

リ,又 腸 「チ フ ス」ト肺 結 核 トノ關 係 ラ大 園 ハ記

載 シ大 住 ハ腸 「チ フ ス」二於 テ「ツベ ル ク リン、ア

レル ギー 」ノー 時 的 非特 異 「ア 子 ル ギー 」 ノ起 ル

事 テ記 述 セ リ.水 谷 ハ大 阪 市 立 桃 山 病 院 二於 テ

最 近 ノ腸 「チ フ ス」患 者8376人 中 既 往 症 二結 核

症 テ 有 ス ル モ ノ158人 一 シテ其44人 ・・死 亡 セ

ル モ腸 「チ フ ス」ニ ヨル モ ノナ リ、斯 ク ノ如 キ故

二腸 「チ フ;勺 ト肺 結 核 ト ノ關 係 ハ省 研 究 スベ キ

事 項 ナ ラ ン。

第 三 章 「ア チ ドー・ゼ 」

「ア チ ドー ぜ」ト結 核 殊 二肺結 核 ノ關 係 二就 テハ ロっゆ

シ ヤー ア、 バ ラ ン ト、 ス ウ エ ニ ー 、 片 瀬 等 ノ既



169今村=細 菌免疫學的方面 ヨリ観 タル肺結核 ノ豫後第4號 】

二記 述 セル所 ア リ。 昔 ヨ リ結 核 菌

ノ増 殖 ニハ弱 酸 性 培 養 基 ガ 適 當 ナ

リ トセ ラ レ、 デル ン ピー及 子 ッス

ラ ン ド,シ ヤー デ及 ク ラ ウ セ ン等

ハ培 養 基 ノ檜 殖 好 適PH二 就 テ記

述 セ リ、 又石 森 、井 上 モ 好 適PH

二就 テ記 述 セ リ。 今 同 ノ當學 會 二

於 テ西 村 モ之 テ追 試報 告 ス。

更 二西 村 ハ 家 兎 血 漿 ノPH6.2--

6.8ガ 菌 檜 殖 二 最 適 トナ ス。 昨 年

ノ本 會 二於 テ西 村 ハ 種 々 ナ ル方 法

ニ ヨ リ、 實験 的 「ア チ ドー ゼ」テ起

シタ ル動 物 ノ血 液 ニ ヨル ス ラ イ ド

セ ル、カル チュア ニ テ結 核 菌 ハ檜 殖

旺 盛 ナ ル事 ラ報 告 セ リ、仲 田 ハ 「ア

チ ドー ゼ」テ起 ス如 キ塵 置 ニ ヨ リ、

實 験 的 二再 感 染 二封 スル 免 疫 力低

下 テ認 メ、 緒 方 ハ 「ア チ ドー ゼ」テ

起 ス如 キ庭 置 テ施 セバ、 動 物 ノ血

液 二於 テ、 結 核 菌 ハ 檜 殖 シ易 クナ

ル事 テ認 メタ リ。 籔 下 ハ 「アヴィタ

ミ ノー ゼ」B二 於 テ、動 物 ノ血 液 中

二結 核 菌 ノ増 殖 シ易 キ事 ヲ 述 ベ タ

リ。然 シテ「ア ヴィタ ミノー ゼ」B二

於 テ「アチ ドー ゼ」ノ起 ル事 ハ大 李

等 ニ ヨ リ既 二知 ラ ル ・所 ナ リ、 カ

ク ノ如 ク諸 種 ノ記 述 テ 参考 ス レバ

「ア チ ドー ゼ」ハ結 核 進 展 二直接 或

ハ 間接 二關 係 ア リ ト認 ム
。

第十五節 「アチ ドーゼ」

卜實験的結核

 

う
亭
纈

応
>

n
ト

体
m
"
製
憂
器
暴

昔
響

ム
き

"
坦
覇
姻

「
罫

ご

く
「
単
1
」
小
ト
」
燈
白

三

へ
い
羽
魍
鞭

恥
"
旺
肇
鰹
遡
匿
銅
母
螺

(。・

＼
岩

恭
蓼
捌

(
1
)

・
崖

£

巡
響
(
+
)

・
即
ム
取

蟹
帥

任
(‡
)

.

＼
当

獄

遡

握
翻
燦
逼
驚

(圭
)

ρ

互 ラ ン上 ハ盤 酸 テ注 射 シ タル實 験

動 物 二於 テ、又 井 上 ハ食餌 性 「ア チ

ドー ゼ」テ ヴ ァンス ラ イ ク法 ニ テ

認 メ タル動 物 二於 テ、 結 核 ハ封 照

二比 シテ病勢 ノ悪 化 セル テ認 メ タ

リ。 西 村 ハ盛 化 「ア ンモ ン」テ毎 日

服 用 セ シメ、 血 液 酸 中和 能 力低 下

州'1
11tt

l

明
匝

と

竃

輝輩

海-IlI

-
I
II

」

ー

 -

ーー

}
1

卜

(
+
ノ耐(‡)酬軸(圭)ー-。q(+)OH(‡)坤(圭)

卜

(
+
)㊤(‡)H(車)

1

1

1

O
H
(
+
)寸(‡」

「

ー

1

卜

(

+
)㊤(‡)一(辛)弓ーー1

菖
(
1)

c「

ス

ー
)。『(+)

㎝

(

ー
)。。(+)。う(‡)目(圭)

1-

I

I

I

H

(
ー
)。。(+)寸(‡)肖(車)ーー斜(‡)斗(辛) 一

ト

(

‡)ト(圭)

寸H㊤
一

隆蕪

ーIII
Iー

ーI
I

髄
駒乞」昏知卜「

1

旨

ー

ー「

1

嵜

藷

撃

無難

漿
櫻攣

櫛

罪憂

謹鐘

壽

熱轟

荘
離
理
饗

I

l
l

l

l

,

ー1

-

iー

ザ

(
+
)昌へ‡)一(圭)

瓠

(
+
)。うH(‡)【(圭)

ゆ

へ
+
)O艮‡)一(圭)

O
H
(
1)

。。
H
(

ー
)。っ(+)

o

(
+
)o(‡)寸(筆)

O

(

‡)霞(筆)

引
E
邑
魅
騨
輩
遍

9

へ
ー
)

①

(
ー
)

〇
一
(
+
)

O
H
(
+
)

目

(
‡
)

㏄
【
(
ー
)

臼

(1

)

O
只

1

)
O
叙
(
1
)
曾

(
1
)

ト

(
十
)

。c

(十
)

競

聲

二

頃
寿

【
毫
聾

【益
ヨ
譲

11
督

輝

輩

(、ゆ

』乳

毒
鵬

醗
窯

嚢

}鼓

コ孕
⊥

皮

」へ畑

b£
ξ

§
〉

.噸
遍
輝
覇

一、鉾

F
怒
謬
嘱
損

.ぢ
謡
輝
輩

6

糞
漂
明
副
く

.牽
揮
旺
運
一H

一
ト

(ー

)

㊤
目
(十

)

詮

(
‡
)

。。

(
ー

)

。。
只

+

)

一

寸

(ー

)

筥

(+

)

①

(‡

)

ト

(
1

)

ト
一
(
十

)

c『

(
‡

)

鵠

(
ー

)
σ
只

1

)
一
。『
(
1

》
。q
一
へ
ー

)

。う

(
刊

)

目

(
十

)
ごつ

へ
-†
ノ

斜

△
‡

　

凶

凶
↓

讐
軒
愈
馳

H

(辛

ノ

口

(
‡
)

{。
重

一興

駐
嚢

4

畢

醗
割
難

O
斜

僕口焉

羅

諮
§
臓

墨

鬼

餐

窒

旗

量

匙

眠

樫

幕

墜

温

暫

叔

響翻 鴇
孕 」 牲

「卜、晋、三L一

 

(
掌
圓
)

鄭
譲

域
領
藤

"
軽
輿
曝
鍵

、
「
孕
i
」
小
卜
」
壇
餌
甑

螺

鷺

蕪



170 今村=細 薗免疫學 的方面 ヨ リ観 タ,レ肺結核 ノ豫後 【第12巻

ニ ヨ リ、 「ア チ ドー ゼ」ラ謹 明 シタ ル海 猿 二於 テ

結 核 ガ封 照 二 比 シテ 著 シ ク 増 悪 セル ヲ 認 メタ

リ。 之 レ第15表 ニ ヨ リ 明 カ ー一観 取 ス ル テ得 ベ

シ 。

第十六節 肺結核患者血液 ワ

「アチ ドーゼ」

ザ ・ ンス ラ イ ク法 ニ ヨ リ、 肺 結 核 患 者 ノ 「ア チ

ドー ゼ」 ヲ認 メ タル ハHachen,Sweany等 ナ

リ.楠 、 菅 沼 ハ結 核 患者 二於 テ、 「アチ ドー ぜ」

ノ起 ル事 テ、 血 液 炭酸 量 ノ減 少 ニ ヨ リ 謹 明 セ

リ.北 大 ノ水 谷 モ結 核 患 者 ノ血 清 ノ酸 中和 能 力

低 下 テ示 セ リ。舳 松 ハ結 核 家 兎 二於 テ、 ヴ.ン

ス ラ イ ク法 ニ ヨ リ「ア チ ドー ぜ」テ著 明 二認 ム ル

能 ハ ザ リ シモ、 健 康 及 結 核 動 物 二於 テ人 工氣 胸

ラ施 セ バ、 「ア チ ドー ゼ」ノ起 ル事 テ謹 明 セ リ.

但 シ之 ハ虚 睨 ノ輕 度 又 ハ 中等 度 ノ場 合 ナ リ。 教

室 ノ 西 村 及 伊 藤 ハ、 肺 結 核 患 者69例 ノ血 漿 ノ

酸 中 和 能 力 テ検 シ第16表Aテ 得 タ リ。

被 槍者症 別 ト血 液性状(全 實験凡 括表)

(西村、伊藤)

第16表(A)

血液
性状

被 槍者 ＼＼

健 康 者
41例

肺
結
核
六
九
例

輕症
13例

中等症
18例

重症
38例

「アルカ

ローゼ」

μ0

0
'

1

/

普通

36

4

0
ヨ

3

「ア チ ドー ぜ 」

輕度

0
』

7

13

中等度

/

5

6

13

高度

/

/

0
召

9

〔註〕 上記 ノ表 ヨリ肺結核 輕症 者 ノ53.8%中

等症 者 ノ83.3%重 症者 ノ92.1%二 於

テ血液 「アチ ドーゼ」ヲ示 ス

之 ニ ヨ レバ重 症 二向 フニ從 ヒ血 液 「ア チ ドー ゼ」

ノ檜 ス事 テ見 ル テ得 ベ シ.西 村 及伊 藤 ニ ヨ レバ

肺 結 核 患 者 ノ尿 二於 テハ 、 輕 度 及 中等 度 「ア チ

ドー ゼ」ノモ ノニ ハ、尿 ノPHハ 酸 性 二傾 キ血 液

ノ高 度 ノ 「アチ ドー ゼ」テ起 セ ル モ ノハ、 寧 ロ前

第16表B各 症状 別酸 中和 能測定(西 村、伊 藤)

被
槍
者
症

厭
別

血
液
性
状
及
敷

健 康 者 座 通 カ レモ ノ
41例Irア ルレカ ロ ー ゼ」

「ア ル カ ロ ー ゼ」

肺

36例

結

核

症

無

翌

鯉
出

輕
症

十
三
例

殖

型

皿
滲

出

型

中

等

症

十
入
例

5例

2例

韓 通 ナ ル モ ノ 4例

輕 度 「ア チ ドー ゼ」1例

中 等度 「ア チ ドー ゼ」1例

輕 度 「アチ ドー ゼ」1例

中 等 度 「ア チ ドー ゼ」4例
「ア,レ カ ロー ゼ」1例

普 通 ナ;レモ ノ 1例

中 等 度 「ア チ ドー一一la"」3例

高 度 「ア チ ドー ゼ」

普 通 ナ,レモ ノ

一1例_
1例

輕 度 「ア チ ドー一一ic"」7例

中 等 度 「ア チ ドー ゼ」3例

高 度 「ア チ ドーtb1例

代

表

者

氏

名

不○ カ○子

_鈴○
山○

性

一竿一

實○ ♀
和○ ♂

草○ 守○

紳○ ス○

内○
米○

倉

ウ○_予
テ ○ 一♀

三〇 艀Q
こ圭C健 ○

中○ 熊○

篠○善○郎

古○ 正○
木○ 敬○

吉○良○郎

鯨○ 保○

齋○ 条○

年

齢

20

一39■

里.
19

32

0

一6

3

.3

遥 ⑳
♂128

⊥
⊥

舎

A
⊥
♀

旦
33

1-124

一丁

9}

坐
27

17

血 漿 酸 中 和 能

ソ

ノ

H

漿

モ
P

血

ノ

・

第一

段値

i血 漿

(3倍
稀繹)雛

Il.%gq

7こ76--7.35

7.71

7.60

7.56

7.68

ヱ47-

7.53

7.53

7.45

第二
段値

塁
罐

酸
澄

血
㎝
珂
謹

ヤ
7.24

7.16

7.18

7.02

7.627.366。99

7.4617.146.76
「

7.6217.22
7.607.43

7.69

7.72

7.63

7.76

7.60

7.67

7.55

7.34

7.30

7.19

7.32

7.13

7.19

7.06

6.83

7.23

7.06

6.97

6.79

7.02

7.03

6.83

6.61

第三
段値

血 漿

0.25aα

N/500

睡 酸

1.2,5ac.

6.88

7.12

7.11

6.80

6.74

6.60

6.67

6.53-7=6i

6.89

6.65

6.46
"6

.宕6

6.67

6.53

6.45

測

定

時

温

度

測

定

日

8/皿19℃

12/皿19℃

20/116℃

20/1コ6℃

27/皿18℃

31/116℃

22/116℃

5/1117℃

20/116℃

11皿17℃

2/M17℃

27/H18℃

23/118℃

3/∬17℃

2/皿17℃

31/116℃
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六

十

九

例

重

症

十

入

例

培殖 輕 度 「ア チ ドー ゼ」2例

i聖
_中 等 度 「ア チ ドー-t"」2例

輕 度 「ア チ ドー ゼ」5例

 

混
合
型

滲

出

型

}播
種
型

中等 度 「ア チ ドー ゼ」1例

商度近費 上 二竺」一
普通 ナルモノ

例
.例

噌⊥

0乙

輕 度 「ア チ ドー一ヤ・」6例

中等 度 「ア チ ドー ゼ」9例

高 度 「ア チ ドー-tv」7例

普i画,ナ ルレモ ノ1例

中 等 度 「ア 手 ドd-一・一・e"」1例

高 度 「ア チ ドー ゼ11例

西○ 一〇

小○ ヌ○

今C清 ○

1-一
♂29

井C太 ○

石 ○ヤ○ ヱ

久〇 三C

伊○ 豊○

高○ 高○

木○ 操
長C貞 ○

金○ 正○

編○千○郎

2817・7・;7・281礪 右・6627皿 ・7℃

♀2817.7417.05i6.8616.59

6。677.047.517.70

♂21

♀

一♂

♀

♂

舎

}♂

♂

↑

墾.

28

薔
可
35

45

万
万

7.70

7.64

7T6.・

7.7}∫

7.71

一7」β9
7.61

7.77

7.64

7.23

7.46一ズ

4f

7.32

7.35

7.08

73-O-一

7.07

7.20

で蕊
6.83

7=16

7.02

6.88

6.62

■06一

6.83

6.72

6.62

6.41-}
6.83

6.67

6.62

6.28-
6.82

6.57

6.31

22/116℃

22/H16℃

1/皿17℃

311116℃

24/1117℃

1/皿17℃

2/1117℃

9/皿17℃

1/皿17℃

29/116℃

1/皿17℃

註 酸 中和 能測 定 ハ ス ベ テ 「ガス」連 鎮法 ヲ用 ユ

酸 中 和 能測 定 ニ ヨル 「ア チ トー ゼ」判 定 基 準 ハ下 記 ノ如 ク定 メ タ リ。

a)第 三 段値7.00以 上 「アルレカ ロー ゼ」

b)第 三 段 値6.99--6.80普 通 ナ ル モ ノ

c)第 三 段値6.79-6.6与 輕 度 「ア チ ドー ゼ」

d)第 三 段 値6.64-一 一9.50中 等 度 「ア チ ドー ゼ」

e)第 三 段 値6.49以 下 高 度 「ア チ ドーゼ」

者 ヨ リ「ア ル カ リ」性 二傾 ク.之 ハ ブ ラ ス コ ノ云

ヘ ル重 症 肺 結 核 患 者 ノ尿 中燐 酸 盤 ノ滅 少 セ ル ニ

因 ル カ。 省 喀 疾 二於 テ ハ西 村、 伊 藤 ニ ヨ レバ肺

炎 蔓球 菌 、 プア イ フル氏 菌等 ノ混 合感 染 アル場

合 ニ ソノPHハ 酸 性 二傾 ク傾 向 ア リ。 又 現 在 入

院 セル肺 壌 疽5例 二於 テ、3例 ・・著 明 二PHハ

酸 性 二傾 キ、 他 ノ2例 ハ肺 結 核 テ合 併 シP且 ノ・

「アル カ リ」性 ナ リ
。 喀 疾 ノ測 定値 ハ 「キ ン ヒ ド

ロ ン」連 鎖 法 二依 レル モ ノ ナ リ。

48多

第十七節 血液 ヲ氣管 内3注 入

シタル肺臓 ワPH

山上 ハ氣 管 内 二血 液 ト結 核 菌 テ注 入 シテ結 核 病

攣 ノ著 明 ナ ル事 テ謹 セ リ。 此 動 物 二於 テ、 西 村

ノ・、 シヤー デ ノSubkutaneElektrodeノ ー 部

テ改良 シ「ガ ス」連 鎖 法 ニ ヨ リ、 炎衝 ノ起 レル肺

組 織 ノPHラ 直接 測 定 シ、 次 ノ 如 キ 表 テ得 タ

リ。 ・

山 上 ノ實 験 セ ル如 ク、 血 液 ト結 核 菌 テ

氣 管 内 二注射 ス レバ 、 肺臓 二於 ケ ル結

核 病攣 ハ 甚 シキ モ ノ ナル ガ、其 原 因 ノ

ー ハ局所 的 「アチ ドー ゼ」ガ結 核 菌 ノ増

殖 テ促 進 セル モ ノ ト考 ヘ ラル。

尚動 物 ノ結 核 組 織 ノ「ア チ ドー ゼ」二就

テヘ グ レ 。フ法 ニ ヨ リ島崎 ノ研 究 ス

ル所 ア リ。 西 村 、 伊 藤 ハ前 記 ノ方 法 ニ

ヨ リ、 實瞼 的 肺 結 核 組織 ノPHテ 研 究

セ シモ、 死 後 二於 テハ攣 化 ア リ叉 血 液

ノ影 響 等 ア リテ、 其 測 定 困 難 ナ ル モ、

實 験 的結 核 二於 テ組 織 破 壌現 象 ナ キ時

ノ＼ 寧・ロ 「アル カ リ」性 二傾 ケ ル モ ノナ

リ。 之 ハ組 織 ノ防 禦 反 癒 ノ結 果 ト見 ル

ベ キ カ
、 爾 今後 ノ研 究 ラ要 ス。
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トモ ヵ ク(イ)血 清 ノ酸 中和 能 力 ラ低 下 セ シムル

塵 置 テ施 ス場 合 二於 テ結 核 ハ進 展 ス(ロ)又 此 場

合 二於 テ血 漿 叉 ハ血 液 中 二於 テ、 結 核 菌 モ増 殖

シ易 シ(ハ)酸 性 二傾 ク組 織 二於 テ結 核 菌 ハ増 殖

シ易 シ(二)結 核 患 者 二於 テ重 症 ニ ナル ニ從 ヒ、

血 液 ノ酸 中和 能 力 ハ減 退 ス等 ノ事 ヨ リ シテ結 核

ノ進 展 、 引 イ テ ハ 其 豫 後 二 局 所 及 血 液 「ア チ ド

ー ゼ」ハ
、 重 大 ナ ル 影 響 ア リ ト認 ムベ キ ナ リ。

肺 結 核 忠 者 ノ現 症 ヨ リ見 レバ血 液 ノ酸 中和 能 力

低 下 即 「ア チ ドー ぜ」ノ高 度 ナル者 ハ重 症 者 二多

キ傾 向 アル事 ハ第16表A二 於 テ確 實 ナ リ。

結 核 ノ治 療 二於 テ之 ヤー デ、 バ ラ ン ト、 片瀬 、

竹 林 ハ 「ア チ ドー ゼ」二封 抗 スベ シ ト爲 シ、 ザ ウ

エ ル ブル ッフ及 ヘ ンマ ンス ドル フエ ル ハ無 食 盤

療 法 ハ 「ア チ ドー ゼ」テ起 ス ト云 フモ、 之 二反 ス

ル説 ア リ。Gazau.Brandiハ 急 性 炎衝 ニハ 「ア

ル カ ロー ぜ」、 慢 性 炎 衝 ニハ 「ア チ ドー ゼ」ガ利

盆 ア リ トス。 考 フル ニ肺 結 核 二於 テ モ急 性滲 出

性 ノ場 合 ト、 慢 性 檜 殖 性 ト ノ場 合 ラ嘔 別 スベ キ

ナ リ.然 シテ、 既 二「アチ ドー ぜ」アル モ ノニ尚

之 テ甚 シク、 或 ハ持 綾 スル事 ハ悪 影響 ア ラ ンモ

「ア ル カ ロー ゼ」或 ハ之 二近 キ者 二 「ア チ ドー ゼ」

殊 ニー 時 的 二起 サ シム ル時 ニハ 好 刺 戟 トナ リ良

影 響 テ與 フ場 合 ア ルベ シ。 カ ・ル故 二 「ア チ ド

ー ぜ」テ起 サ シム ル 事 柄 ガ 肺 結 核 ノ豫 後 二及 ボ

ス影 響 ハ、 肺 結 核 ノ歌 態 及 「ア チ ドー ぜ」テ起 ス

事 柄 其 者及 ビ 「アチ ドー ぜ」ノ程 度 等 ニ ヨ リテ差

異 ア ルベ キ ナ リ。

第四章 臆汁色素 卜結核

黄 疸 ト結 核 トノ關 係 二就 テ特 二之 テ論 ズ ル者 甚

ダ少 シ、(1鵬 汁 培 養 基 ハ結 核 菌 ノ毒 力 テ減 弱

ス。(2)臆 汁 培 養 基 二於 テ結 核 菌 ハ檜 殖 シ難 シ

余 等 ノ教 室 二於 ケル 人型 結 核 菌 百 株 ニ テ 「カ ル

メット、 ゲ ラ ン」培 養 基 二初 代 ヨ リ増 殖 ス ル モ ノ

ハ僅 ヵ二11株 ナ リ。(3)肺 結 核 患 者 ニテ 黄 疸

ノ病 歴 ラ有 スル者 比 較 的 少 キ如 シ、封 照 ガ明 カ

ナ ラザ ル故 二此 観 察 ハ誤 レル カ モ計 ラ レザ ル モ

今 村 内科 ニ テ4600名 ラ 診 察 セ シ中、 黄疸 ノ病

歴 ヲ有 ス ル モ ノ69名=1.5%ニ シテ其 中活 動 性

肺 結 核 ・・13名 一〇.24%ナ リ。(4)今 村 内科 牧

容 中溶 血 性黄 疸 ノー 患 者 ガ肺 結核 患 者 ト同 室 ニ

テ長 ク生 活 ス ル モ結 核 感 染 ラ認 ム ル能 ハ ズ。(5)

人 禮 病 理解 剖 ニ テ肝 臓 ノ結 核 ハ、 粟 粒 結 核 ラ除

キ比 較 的 少 シ。(6)腸 結 核 ハ小 腸 上部 二少 シ、

之 ハ淋 巴 装 置 ノ關 係 ニ ヨル カ、 或 ハ他 ノ關 係 ゐ

ヨル カ。(7)松 波 ハ 「カ タル」性 黄 疸 ガ肺 結 核 二

好 影 響 ア リ シ例 テ見 タ リ然 レ ドモ刀 根 山病 院 ニ

テ ノ調 査 ニ ヨ レバ特 二好 影 響 ア リ ト認 ムル能 ハ

ズ。(8)肝 硬 攣 二稀 二結 核 性 ノ モ ノア リ ト云 フ

モ、一般 的 二肝 硬 壁 二於 テ血 清 中 ノ1ビ リル ビ ンj

ノ増 ス揚 合 多 ク然 シ テ結 核 ハ比 較 的少 シ、 又辮

膜 症 二於 テハ肺 結 核 ノ件 フ事 少 シ ト云 ハ レ其 原

因 ハ肺 二於 ケル鯵 血 ナ リ ト考 ヘ ラル モ辮 膜 症 二

於 テハ肝 鯵 血 ア リテ血 清 中 ノ「ビ リル ビ ン」増加

ス ル傾 向 アル事 ガ結 核 テ少 ク スル原 因 ノー タ ル

カ。(9)佐 藤 ハ「フエ ニ ル ヒ ドラヂ ン」ニ ヨ リテ結

核 ノ進 展 ヲ阻il.ス ル實 瞼 テ報 告 シ野 ロ モ之 テ追

試 肯 定 セ リ、「フエ ニ ル ヒ ドラヂ ン」ニ ヨ リテ ハ海

狸 二於 テ高 度 ノ貧 血 テ起 ス モ黄 疸 ヲ起 サ ズ、 然

レ ドモ某 染 料 會肚 二於 テ 職 工 ノ血 清 「ビ リル ピ

ン」比 較 的 多 ク然 モ 結 核 患 者 少 シ、 此 ノ事 ハ當

學 會 ニ テ澁 川 、 内藤 、 米 田 ノ報 告 スル所 ナ リ。

(10)黄 疸 患 者 ニ ハ 「ツベ ル ク リ ン、 ア レル ギー 」

弱 クー 時 的 非特 異 性 「ア子 ル ギー 」ノ起 ル場 合 ア

ル 事 ラ経 験 ス。

以 上 諸種 ノ鮎 ヨ リ考 フ レバ、 黄 疸 卜結 核 トハ 多

少 「ア ン タ ゴ ニ ス ム ス」アル如 ク考 ヘ ラル故 二、

今 村 、 澁 川 、 米 田 ハ 「ビ リル ピ ン」ノ注 射 テ實 験

結 核 動 物 二行 ヒ當 學 會 二登 表 ス。 他 面 黄 疸 ト肺

結 核 トノ 關係 ラ知 ル 爲 二次 ノ 如 キ 検 査 テ行 ヘ

リ。

第十八節 黄疸患者全血液中人

型結核菌刀曾殖

活動 性結核 ナシト認ムル黄疸患者17名 ノ血液
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ヲ以 テ ス ル結 核菌 ノス ライ ドセ ル カ ル チ ユ ア ノ

成 績 八次 ノ如 シ。

第18表 非結核 黄疸 患者全血液 中 ノ人

型結核菌 ノ増殖(渡 川、米田)

番 姓 年齢性

號

1■28歳 半

2■47歳 半

3■31歳i

4■33歳 ♂
}
5

一
6

「

7

一
8

一
9

■30歳 舎

■30歳 舎

■

■

10■

墓■
12

一
13

一
14

一
15

「

16

一
17

20歳

23歳

♂

一♂

31歳 ♂

11歳 舎

38歳 舎

34歳

診 断

軍純性黄疸一

脈 石 症

溶血性黄疸

軍純性黄疸

脈 石 症舎

塾 生
27歳 圭

37歳

19歳 舎

25歳 舎

軍純性黄疸

S.CC.

十

±

±

血 中 ビ リル ビ ン反

磨(V.d.Bergh)

直接反鷹

敏速

敏速

敏速

敏速

敏速

遅延

遅延
(二相性)

敏速

敏速

遅延

敏速

敏速

敏速

(二相性)
遅延

間 接 反 磨

一(B・E・)二「}

十

十

十

十

4.8

1.3

14.4

15.7

0.60

0.45

0.22

20.72

11.25

18.75

1.20

1.0

第18表 ニヨレバ、17名 中14名 二八菌増殖阻止

テ認 メタルラ以 テ黄疸患者 ノ血液中田テ結核菌

ハ増殖 シ難 キ傾向アリト云 ヒ得ベシ。

第十 九節 「ビ リル ビ ン」加血液

中 ノ結核 菌増殖

陰性 一ア子ルギー」ノ肺結核患者ニテ全血液培養

ニ テ結核 菌1曾殖 陽 性 ナ ル 者 テ選 ビ其 血 液 二 「ビ

リル ビ ン」ラ加 エ テ結 核 菌 ラ培 養 セ リ。 第19表

(a)二 示 ス如 ク「ビ リル ビ ン」テ1萬 倍 二加 フ レ

バ、 既 二結 核 菌 ノ」曾殖 ヲ阻 止 ス、 此 場 合 「ビ リ

第19表 「ピ リノレビ ソ」加血液 中ノ人型結核

菌 ノ増 殖(流 川 、米 田)

(a)陰 性 「ア 子 ノレギ ー」患 者 血 流 二 「ビ」ヲ混 ズ

混 ジタ ル
「ビ リル

ビ ン」量

患
者

名

0

対

照

ヲ液
ノレ1

纏
」 フ・

1

ぎ 「ε
」 …」

}1

【1

ぎ
一

1

ε
「_

1

ε
」

1

[

10萬15萬
1

1萬15000 1000

一 冊 帯 帯 ± 一1一 一

一 冊 十十 柵 一 一 ■一

一 帯 柵 冊 十 一 一

一 柵 芋十 丹 十
1-1

i一[一

註1:200B .E,1000

1:20B .E.ヲ 血 液 中 二含有 ス ル 割合
1萬

1:2B .E.
10萬

(b)海 狸 輪 謄 管 結 紮 ニ コノレ血 中 「ビ」量1・S.C.C.

動

物

手
術
前

十十1、Ol1

十十 〇2.

十H・ro♪3

什(0〕4

5

日
後

日
後

一 ヒ2.ユ 汗(3.3・

±r3.6・

1β.2)

・1.8;

十(:01十12.4 .1

一(4 .21

±(13.5)

一(4 .0

±(3.8,

日
後

四
日
後

死 θ

一 く4.6)

ヒタ

死

一(〆4 .8 .一 ケピ

死

↑
結
紮

(括 弧 内 ハB.E.)

(c)海 猿 血 行 内 二 「ビ」ヲ注射 ス

～

生し

対

照

番

號

1

0
右

3

4

5

7

8

重

300

260

350

380

280

360

320

置

前

帯(0)

什 ゆ

什(0)

十(つ')

柵(0ノ

柵(0)

朴(0)

庭

.
置

「ビ リノレビ ソ」2

mgヲ0.5%ノ

曹 達 液2α α二溶
カ シテ注 射

ノ液円助
射

乃
注、

ミ

「

無 廃 置

直

後
一(3 .14)

±(3.80)

一(3 .66)

一(4 .06)

一(3 .20)

柵

柵

30

分

後

一(±/

±(0.59ノ

±(0.34)

+(0.36)
C(土)

十

朴

為

2
時
間
後

}(一士戸;

-
時
間
後

ユ±

+(一)死

死

++(一)ト+(一)

死

十十

死

柵

括 弧 内 ノ・B.E.
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(d)家 兎血行内 二「ピ」ヲ注射 シタル場合

く

　
し

く

大
量
注
射

封
照

少
量
注
射

番

號

1

盟

重

虜

置

前

塵 置

直

後

30

分

後

1
時
間
後

2

時
間
後

1 1800 什(0)
「ビ」10mgヲ0 .5

%ノ 曹 達 水10α α
ニテ 溶 解

一(4 .8) ±(0.90) +(一) 什(一)

2 1930 鼎(0) 一(3 .64) +(1.12) +(±) +(一)

3 2030 +(0) ±(5.2) ±(0.84) 十(一) 死
4 1870 ±(0) ±(4.76) ±(±) ±(一)

一(一)

5 1700 帯(0)
「アル カ リ」液 ノ

ミ注 射

無 虎 置

柵1柵
1

什 什

6 2000 什(0) 十 十 柵 柵
7 2130 +(0)

「ビ」2mgヲ 注 射

±(1.40) ±(0.25) +(一) ±(一)

8 2250 什(0) 什(1.24) 什(0.30) 惜(一) 什(一)

9 1870 粁(0) +(0.94) 柵(±) 什(一) 什(一)
1脚

括弧 内 ハB.E.

ル ビ ン」・・ヴ.ン デ ン・ベ ル ビニ テ20B・E・ 含 有

セ ラル。 尚 動 物 血 液 ニ テ 結 核 菌 ノ 「ス ラ イ ドセ

ル カ ル チ ユ ア」二於 テモ 「ビ リル ビ ン」1萬 倍 テ

加 フ レバ結 核 菌 ノ檜 殖 テ阻 止 ス。

第19表(b)ハ 海 狸 ニテ 輸 膿管 結 紮 後 全 血 液 培

養 ニ テ結 核 菌 テ培 養 セ リ之 ニ テハ 其 檜殖 ハ著 明

・二阻 止 セ ラル 。

第19表(c)ニ ヨ レバ 海狸 二 「ビ リル ビ ン」2彪

注 射 ス レバ 血 清 二 「ピ リル ビ ン」ガ3B・E・ 前 後

二表 ハ ル 此 血液 中 ニ テ結 核 菌 ノ登 育 ハ明 カ ニ阻

止 セ ラル。

第19表(d)ニ ヨ レバ 家 兎 二於 テ 「ビ リル ビ ン」

ラ10彪 静 脈 内注 射 スレバ直 後 二血 清4.5B・E・

ニ ァ リ。 此 血液 ニ テ ノ培 養 ニ テ結核 菌 ノ増 殖 ハ

阻 止 セ ラル。 然 レ ドモ2竜 注 射 ナ レバ1B・E・

前 後 ガ血 清 中 二含 マ ル ノ ミニ シテ菌 増殖 阻 止 テ

殆 ド認 メ難 シ。

第二十節 健康人膿血清 ワ「ビ

リルビ ン」

文 献 ニ ヨ リ第20表(a)ラ 得 タ リ。 之 ニ ヨ レバ

健 康 者 二於 ケル 「ピ リル ビ ン」量 ハヴ ァ ンデル ベ

ル ヒ法 ニ テ1BE以 下 ナル モ ノ ・如 シ。 米 田 ガ

看 護 婦50名 ノ調 査 ニ テ ハ49名 ハ1BE以 下 ナ

リ、 自ロチ第20表(b)ノ 如 シ。

爾 某 染 料會 肚 二於 テ402名 ノ職 工 ニ テ調 査 セル

第20表 健 康 人 禮 血 清 「ビ リルレビ ン」量(米 田)

(a)文 獄 二現 レタ ル健 康 人血 清 「ビ リ)1/ビ ン」量

報 告 司
H.v.d.Bergh

Lepehne

Botzian

1(最 高)

Mandelbaum

Haselhorstl

Retzlaff 　　

R・・enthaha/

Holzeru.Mehner

Snapperl
L

秋

F6rster

長

粂

Wiemer

副

松

山

岐}

川 梼

島1

Forsteru.

Forstner

山

角

Barron

Whitece

村

米

野

中
夏

亙

田

0.6

0.5

1.5

1.25

1.0

0.,5

0.5

0.5

2.0

1・4;

2・ol

O.51

(最 低)

0.2

0.2

0.3

1.0

0.65

0.4

3・8i微 量

1.5

0.6

1.8

1.9

2.0

1.78

1.0

2.4

1.04

1.0

0.15

微 量

0,48

0.2

0,2

0.8

0.48

登表年度

1918

,,

1920

,,

1921

,,

,,

1922

1923

1925

,,

,,

1926

1926

,,

,,

1927

,,

,,

1931

1932

1933

1934

H・v・d・Bergh氏 法 ニ ヨ ルB .E.但 シ

菅ノ・他 法 ニ ヨ レル モ ノナ ル故 比 較 上 除

外 ス ル ヲ妥 當 トス 。
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(b)健 康看護婦50名

二於 ケル血 中「ビ リル

ビ ン」量(米 田)

(c)某 染料會肚從業

者 ノ血 中「ビ」量

(米田)

(b)病 竈状態 トノ關係(米 田)

血 中 「ビ 」量

(B.E.nach
v.d.Bergh)

一

±

0.2-0.5

0.5-1.0

1.0-1.5

ほ.5以 上卜

員 百

分

数 卒

」 」14%

17i34%

1428%

1122%

1、2%

0、0

血 中 「ビ」量

(B.E.nach
v.d.Bergh)

員

数

百
分
尋ミ

■一 15 3.7%

± 41 10.0%

0.2-0.5 127 31.8%

0.5-1.0 164 41.0%

1.0-1.5 46 16.5%

1.5-".0 4 1.0%

2.0-3.0 4 1.0%

i3・o以 上
1 0.2%

計402人

の

二第20表(c)ノ 示 セル 如 ク、 一 般 的 二 血 清 ノ

「ビ リル ビ ン」含 量 多 キ傾 向 ア リ。

第二十一節 肺結核患者血清 ワ

「ビリルビ ン」

肺 結 核 患者 血 清 ノ「ビ リル ビ ン」テ報 告 セ ル モ ノ

ハ レオニ、 ワル 子 ッケ等 ニ シテ甚 ダ稀 ナ リ.今

村 内科 入 院 患 者158名 ニ テ調 査 セ ル結 果 ハ次 ノ

如 シ。

第21表(a)ノ ・登熱 ト ノ關 係 テ見 タル モ ノニ シ

テ高 熱 二 向 フニ從 ヒ「ビ」量 減 少 シ逡 二 「ビ」反 慮

ラ見 ザ ル ニ至 ル。

第21表(b)ハ 患 者 テ重症 、中等 症 、輕症 二分 チ

タル観 察 ニ シテ重 症 者 ニ テ ハ血 清 「ビ」量 ハ甚 ダ

少 ク1B・E・ 以 上 ノ者 ラ認 メズ。 結 核 ノ初 期 ヨ

リ シテ結 核 ガ相 當 進 展 シ タル場 合 ノ・「ヒ」ハ血 清

第21表 肺結核患者 二於 〃アレ血 中

「ビリルレビン」量(米 田)

(a)熱 トノ關係(米 田)

,

人

倣

27

25

9

16

澗01013

28

7

35

35

11

46

ω
以
上

06

02

0ーー

iL
lほ 1

4

0

4

2

のヨ

4

'5

ー

⑩

AU

ーム

1
「ー

1

!

01一

PO

0

5

8

4

12

2

1 .沿00

1

4

4
「

4

12

0召

14

16

4

20

±

10

7
0
ヨ

5

24
FO

3

8

8

1

9

一

10

12

Φ召

6

30計者症重
2

2

4

1

0

1

ル

量リ」留
麟

況竈状病
性慢

型合混

型出滲)症名重77(

惚i在散竈病小

性慢

性

-罎藷中
⑱

計者症等中
性慢

{ 性急)症名輕㈱

計者症輕

±
0.2
1

0.5

0.5
1

1.0

⑩
以
上

1

(c)豫 後 トノ關係(米 田)

36.8℃ 以 下

36.9℃-38℃

38.1℃-38.5。C

38.6℃ 一一39.5℃

39.5℃-40℃

O

T

下
13

τ

1

可
τ

4

τ

11

28

15

64

12T

5T

1

0T

05

0

血 中

＼「ビ 」

灘 ＼婁
一 ±

0.2
1

0.5

0.5
1

1.0

1.0

以

上

死 14 1 1 1 0

増 悪 5 4 3 0 0

不 攣 9
一

19 15 8 1

良 4 11 24 15 6

不 明 3 6 4 3 1

(計158名)

二於 テハ健 康 者 二於 ケ ル ヨ リモ多 少増 加 ス ル モ

ノ アル モ病勢 ノ甚 ダ進 ム ニ從 ヒ「ビ」量 ノ・減 少 シ

來 ル、 中等 症 ニ テ モ急 性滲 出 性 ノ者 二於 テハ 血

清 「ビ」量 ハ多 キ者 無 シ。重 症 者 二於 テハ 、省

第21表(C)二 示 ス如 ク 死 セ ル者 ニハ 、血 清 二

「ビ」反 慮 ラ殆 ド認 メ ザ ル ナ リ。 又 檜悪 セル モ ノ

ニハ血 清 「ビ」量 少 キ傾 向著 明 ナ リ輕 症 ノ揚 合 二

血 清 「ビ」量 少 キ場 合 ハ常 二豫後 不 良 ト云 フ能 ハ

ザ ル モ、 中等 症 以 上 二進 ミタル場 合 二於 テ血 清

「ビ」量 少 キ揚 合特 二血 清 「ピ」量 ガ消失 スル ニ至

ル揚 合 ハ豫 後 不 良 ナ リ、 術5例 二於 テノ・肺 結 核

ガ良 化 ス ル ニ從 ヒ、 血 清 「ビ リル ビ ン」ノ檜 量 シ

來 ル テ見 タ リ。

以 上 ノ調 査 ニ ヨ リ「ビ リル ビ ン」ガ結 核 菌檜 殖 テ

アル濃 度 二於 テ阻 止 ス ル 事 テ知 ル 他 二血 清 「ビ

リル ビ ン」ノ 消長 ハ 人 膿抵 抗 力及 免 疫 力 ノ起原

ト重 大 ナ ル關 係 テ有 ス ル肝 臓 機 能 ノ盛 衰 テ示 ス
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一表現 ト認 メテ可ナル故 二肺結核 ノ成立及進展
從 ツ テ其 豫 後 ニ モ連 繋 ア リ ト認 ムベ キ ナ リ。

第五章 見疫抗髄及現象

コ ッホ ノ結 核 菌 嚢 見 以 來 免 疫 抗 艦 二關 スル文 献

ハ 枚墾 二逞 ア ラ ズ、 コ ッホ ハ初 メ凝 集 素次 デ沈

降 素 二就 テ研 究 シ其 後 各 種 抗 禮 殊 二補 禮 結 合 素

二就 テ ノ、最 モ多 ク研 究 セ ラ レ
、 近 來 二於 テノ、ベ

ス レ ドカ ノ抗 元 又 ノ イベ ル グ及 ビ ク ロップ ス トッ

久 ウ ィテ ブ ス キー、 ク リ ンゲ ンス タィ ン及 ク

ー ンノ「ア ンチ ゲ ン」テ以 テ ノ研 究 多 シ
、 本 邦 二

於 テ モ百 瀬 、鴻 上等 ノ研 究 ア リ、 又 ワ 。セル マ

ー≧氏 抗 元 テ用 ヒテ熊 谷、 佐 々 木 、大 關 ハ長期 二

亙 ル補 膿 結 合 反 癒 ノ攣 動 ラ調 査 シ興 味 ア ル報 告

ヲ爲 セ リ。

補 艦 結 合 反 慮 ハ 主 ト シテ活動 性結 核 ノ診 断 ノ間

二研 究 セ ラ レクル モ豫 後 二就 テノ、記 スル庭 比 較

的 少 シ。 熊 谷 、 佐 々木 ハ此 鮎 二就 テ詳 述 スル所

ア リ。 他 方 二於 テ補 膿 結 合 反 癒 ノ ミニ テ・・不 十

分 ナ ル故 二 血液 所 見等 ラ勢 照 シテ活 動 性 或 ハ豫

後 判 定 二用 ヒ ン トス ル者 多 シ。

第二十二節 補膣結合反磨

教 室 二於 ケ ル中 谷 ノ調 査 ニ ヨル補 艘結 合 反慮 ト

「ツベ ル ク リン・ア レル ギー」 ト ノ關 係 ノ就 テ ノ

報 告 テ余 ノ・第9同 ノ當學 會 二於 テ紹 介 セ リ。 叉

病 症 トノ關 係 二就 テハ大 阪 署事 新 誌 第4巻 二於

テ述 ベ タ リ.以 下 二述 ベ ル調 査 ハ総 テ ボ ケ、 子

グ リ氏 「ア ンチゲ ン」二似 タ ル 「メ チル ア ル コー

ル 」抗 元 ヲ 以 テ ルー ミス、 コル マー氏 法 ラ以 テ

セル補 艦 結 合 反 慮 ナ リ。

中 谷 ガ昭 和5年 ヨ リ昭 和6年 ノ間 ニテ検 ヒル補

艦 結 合 反 磨 陽 性 者281名 中 昭 和9年3月 二現歌

ラ知 リ得 タ ル+1名 二就 テ 其 後 ノ経 過 ラ見 テ此

表(第22表(1>)テ 作 レ リ。 此 表 ニ ヨ リテ 補 膣

結 合 反 慮 陽 性 ナ ル ヲ冤 疫 膿 嚢 生 即豫 後 良 好 ト云

ヒ得 ザ ル事 テ示 ス。 又 補膿 結 合 反癒 ノ出現 ハ結

核 病 機 ノ進 展 シ來 レル ラ示 セル ラ以 テ豫 後 不 良

ナ リ ト断 ズ ル能 ハ ズ ト云 ヒ得 ル ナ リ。

以 下 第22表(2)ヨ リ第25表 ハ昨 年來 中谷 、藤

井 、 寳 來 ノ調 査 ニ ヨ リ得 タル表 ナ リ。

225例 二就 テ(第22表(2))病 症 ト補結 ノ關 係 テ

検 セ リ、 補 結 ハ輕 症 者 ニ ハ陽 性 率 少 ク中等 症 、

重 症 二於 テ陽性 者 多 キ ニ傾 ク、 一 般 的 二急 性 ハ

慢 性 二比 シ補 結 陰 性 ナ ル事 多 シ。 此 成 績 ハ中谷

ノ曾 テ作 成 セル大 阪 署 事 新 誌 第4巻 ニ ヨ レバ健

康 者 ニ ハ6%輕 症 者約25%、 中等 症61%、 重

第22表(1)

輔

蹄

補膿結
合邸丞

全

快

殆

快

不

攣

悪

化

死

亡
計

柵 2 1 1 1 8 13

十 8 8 1 1 10 28

計 10 9 2 2 18 41

補禮結合 反庶陽性 者 ノ維過

第22表(2)

慢

急

輕

中

重

[蓬型
輕

中

重

播種型

(一)

62

43}

ユ3

4

リ
ヨ

(+)

9

16

7

0
ヨ

5

24

.=
員

の
召

3

61

1・5814・

(柵)

6

11

7

2

1

27

"1竃
ロ

77

70

27

8

1

8

27

7

225

補膿結 合反晦 ト病 型

第22表(3)

補
膿
結
合
反
磨
ノ
攣
動
ト
経
過

傭謬
陽→陽(昇)

良

陽→陽(不 攣)

陽→陽(降)

陽 → 陰

1

1

2

9

不攣 不良 計

陰 → 陰

陰 → 陽

計

4 5

8 110

0
召 4

4 417

2324 855

5 4 9

4146131100

()内 ・・陽 性 ノ強 ノ攣 化 ヲ示 ス。
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補
禮
結
合
反
慮
攣
動
ト
赤
沈
反

第22表(4)

陽→陽(昇)

陽→陽(降)

陰 → 陽

陽 → 陰

拳
遅

}

↓

1

遅

}

速か

.0

2

5

3

陽→陰(不 轡酬4

陰 → 陰15

一口 29

0

】

1

1

12

16

5

3

5

0

15

30

遅→
中→速

1

0
ヨ

1

3

1

↓「↓噌口

4

9

10

12

τ
3145

11i86
(赤沈反 晦・・カッツ、 ウエステノレクレン法 二伽 レ)

症 者80%ナ リ、 又 中谷 ノ昭和6年 「ツベ ル ク リ

ン」反 慮 ト補 結 トノ 關係 テ見 タル 表 ニ ヨ レバ ピ

ル ケ 強 陽 者 ニ ハ33%「 ツベ ル ク リ ン・ア レル ギ

ー 」ガ陰 性 「ア子 ル ギー 」トナ レル者 ニ ハ27人 中

18人 陽性 即67%ナ リ、eロチ 重 症 者 二於 テ補 結

陽 性 ナ リ トテ豫 後 良 好 ト爲 シ得 ザ ル ナ リ.

100名 二就 テ(第22表(3))2同 以 上2ケ 月乃 至

4ケ 月間 隔 ニ テ検 査 シ補 結 ノ攣 動 ト経 過 ノ關係

テ表 示 セ リ。(イ)陽 性 ラ練 クル者 ニ ハ豫 後 不 明

ナ ル者 多 シ此 場 合 ニ ハ病 勢 停 止 セ ザ ル モ省 抵抗

ラ績 ケ ツ ・ア ル場 合 ナ リ、(ロ)陽 性 ヨ リ陰 性 二

傾 クモ ノ ーハ不 良 ナル者 ト良 好 ナル者 トア リ、

(ハ)陰 性 テ績 ク者 ニ ハ治 癒 二 向 フ者 ト熊 谷 ノ云

フ消極 的 「ア子 ル ギ ー」二向 フ者 トア リ、(二)陰

性 ヨ リ陽 性 ニ ナ ル者 ニハ豫 後 良好 ナ ル モ ト不 明

ナ ル者 トア リ。 補 結 ト赤 沈 ノ關係(第22表(4))

ラ見 タル者 ナ ル ガ之 ニ ヨ リテー 定 ノ關 係 テ知 リ

得 ザ ル ナ リ、 即 チ補結 ノ ミニ ヨ リテ赤 沈 ノ如 ク

豫 後判 定 二資 ス ル テ得 ズ。

第 二 十 三 節 凝 集 反 磨

クー ル モ ン ノ卒 等 培 養 菌 テ用 ヒ血 清 ラ稀 澤 シテ

凝 集 反 鷹 ラ検 セ リ、 其 方法 次 ノ如 シ。

凝 集 反 癒 ノ試 験 方 法

量全

セ

ル

」

リ

グ

ゼ

馬
淀

つソ
　

チ
儲

液

ン
め

彪

ウ
ゲ

⊥
⑳

清血被管
號

験試
番

1 0,2α α 1.Oc.c, 0.3qα 1.5GC.

2 0.1c.α 1.Oqq 0,4α α 1.5α α

3 0.05αq 1.Oqα 0.450c 1.5α α

4(封 禰 0.2qα 1.3qα 1、5cα
F

右 テ約3時 間 鰐 卵 器 ノ中 二置 キ後 取 出 シ テ室 温

,二 放 置 シ テ24時 間後 二判 定 ス ル。

(附 生 理 的食 監 水 一 ヨル 菌 俘 游 液 ハ 自家 凝

集 テ起 シ、 之 二反 シテ上 記 ノ「グ リセ リ ンー葡

萄 糖 液 ハ成 績 極 メ テ良 好 ナ リ。 故 二吾人 ハ 實

験 二際 シテ 生 理 的食 盤 水 ノ代 リー 「グ リセ リ

ン」葡 萄 糖 液 テ用 ピ タ リ)

凝 集 反 慮 ノ判 定 方 法

a.肉 眼 的 二著 名 ノ凝 集 ヲ認 メ得 ベ キモ ノテ

(帯)(張 陽 性)

b.「 ア グ ル チ ノス コー プ」ラ用 ヒテ著 名 ノ凝

集 テ認 ム ル モ ノテ(十)、(中 陽 性)

C.「 アグ ル チ ノス コー プJテ 用 ヒテ確 カニ凝

集 テ認 ムル モ ノテ(+/(弱 陽 性)

d.「 ア グル チ ノス コー プ」ラ用 ヒ テ凝 集 甚 グ

少 ナ ク(一)ノ 封 構 二比 較 シテ疑 ハ シキ モ

ノテ(±)(疑 陽 性)

e.全 ク凝 集 ラ認 メ得 ザ ル モ ノラ(一)

(陰性)

(コ ノ際 常 二 「グ リセ リン」葡 萄 糖 液 ノ菌 俘 游

液 ノ封 構 テ作 リ、 之 二凝 集 ノ起 ラザル テ原 則

トス ル)

實験 二於 テハ 常 二1人 ニ ッ キ4本 ノ試 験 管 ヲ オ

キ タル ガ(實 験 方法 参 照)判 定 二於 テ ハ1
、2、3

ノ試 験 管 ノ反 癒 ヨ リ参 酌 シ成 績 テ判 定 シタ リ
。

成 績 判 定 法次 ノ如 シ。

試験管
番 號

1

り
一

3

各 一 本 ノ 試 験 管 ノ 成 績

(一)

(一)

(一)

剃 定,(一)

(+)

(一)

(一)

(±)

(+)

(+)

(一)

(+1)

4ハ 常 二凝集 テ認 メ ズ。

(+)

(十)1(十 十)

ノ 成 績

1(昔)
}(柵)

(柵)1
}(+) (+)

(++)
『

(+)
(+)
(+)

(++)

一

(柵)

凝集反鷹ハ比較的疑反磨多キタメ健康人血清薮

人以上テ混 ジタルモノテ封構 トシテ用フル。
此 クール琵 ノ菌株ハ昨年北大有馬教授ガク_

ルモンヨリ分與テ受ケラレタル者ニテ弦 二有馬

教授 ノ厚意 二封 シテ感謝 ノ意ラ表ス。
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第23表

避
慢

急

輕

中

重

播種型一一一輕

中

重

.播種型

計

(一)(+)

坐

45

一16

▽

至

17

一5

140

り
0

3

一
。。
瑚

11

-

一
2

一
8

一
-

78

(柵)

3

1

Ω乙

一
噌⊥

7

之 二(第23表)ヨ レバ 凝 集 反応 八 神 結 ヨ リモ軽

症 二於 テ ヨ リ多 ク陽 性 ニ シテ、 重 症 者 ニ テ ノ・陰

性 ナ ル音 叉 相 當 撒 ニ ア リ、.__.般二播 種 型 二陰 性

者 多 シ。

クー ル モ ン、 ア ロ ア ン以 来 凝 集 反 慮 ノ意 義 二討

論 多 シ。 元 来 結 核 菌 凝 集 反 慮 ・・抗 原 及 ビ 「テ ヒ

ーック」ノ差 ニ ヨ リ異 ナ ル結 果 ア リ術 研 究 テ要 ス

〈ごシ
。

第二十四節 沈降反鷹

結 核 菌 ヲ 「エ チ ル アル ゴー ル」テ以 テ抽 出 シ之 二

「ヒ ヨ レス テ リン」ノ適:量 テ加 エ タル モ ノ トシテ

抗 原 ハ大 農 ボ ナ コル ジ法 ニ ヨル モ血 清 ヲ稀 繹 シ

テ反慮 テ試 メ タ リ。

第24表

モ知 ラル ・所 ナ リ.近 時 シ ュロ ッスベ 上 塑 。

レー マ ン、 フ フチ ウ ス及 レエ シ ュ ケ一等 ノ抗 原

等 モ用 ヒラ ル が大 ナ ル特 徴 無 キ モ ノ ・如 シ。 小

林 、 橋 本等 ハ肺 臓 抽 出 液 テ「ア ンチ ゲ ン」トシテ

沈 降反 慮 テ研 究 セ リ、 是 等 二就 テハ今 ハ言 及 セ

ズ。

第 二 十 五 節 三 反 磨 ノ観 察

400例 二於 テ補 給 、 凝 反、 沈 反 ノ ー 致 率 ラ見 ル

ニ 凝 反 ハ 陰 性 及 陽 性 テ通 ジテ73%ノ ー 致傘 ア

リ補 結 ト沈 反 ト・・70%、 凝 反 ト沈 反 トハ79%

ノー致 率 ア リ、 然 レ ドモ凝 反 及 沈 反 ハ操 作 簡 軍

ナ レ ドモ判 定 困 難 ニ シテ然 モ補 給 ヨ リモ明 カー

シ難 キ ヲ以 テ實 際 二慮 用 ス ル債 値 少 キ如 シ。 然

レ ドモ方 法 ラ異 ニ ス レバ、 又 研 究 ノ絵 地 アルベ

キ カ。

尚 最 後 二第25表 二 述 ベ ン トズ。 此 表 ニ ヨ レバ

末 期 二近 ヅ クニ從 ヒ補 給 ハ他 ノ反 慮 二化 シ陰 性

ナ ル場 合 多 シ.

第25表

謙一-}　轄 一

懐
中

重

患

(一)

50

37

9

擢種型 一8
輕

4中

重12

播種型4

計 弛雀一

(+)

27

33

17

1

4

15

0
0

100

(冊)計

1

1「

77

70

27

6◎

-

8

27

7

225

沈降反磨 ト病型

上表 ニヨリ凝集反慮 ト大農同 ジ如 キ事 ラ知 ルノ

L。 元来凝集反慮 ト沈降反応 トハ近似 セル者故

二両者ノ間二大差無キノ・當然ニシテ文献二於テ

末
期
患
者
血
清
三
反
鷹
(補
給
凝
反
沈
反
)
ノ
検
査
成
績

氏 名
血 清 反 磨

自採血 日
至死亡 日

補 凝 沈
一 十 朴 65日 間一
± 十 十 65一

一 粁 十 一 50

■ 十 一 十 44

一 一 十 十 19

一 一 一 十 14

一 十 十 3一
± 十 十十 2一

一 一 柵 一 2

士 十 十 33■ 一 一 ± 3

卦 ± 十十 106■
輔 柵 柵 36

第 二 十 六 節 「オ ブ ソ;ン 」

ライ トノ「オ プ ソニ ン」ハ 活 動 性 診 断 ニモ亦 豫 後

判 定 ニ モ用 ヒラ ル事 少 シ大 谷 ハ血 漿 喰 菌 現 象 テ

研 究 セ リ。

「オ プ ソ ニ ン」ハ重 症 ニ テ低 下 ス ト云 フ論 ア リ
、
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1
1

之 二反 シテ重症 ニ テ高 シ ト云 フ説 ア リ。

第26表 結核 患者106名 二於 ケルOpsonin

率楡査(藤 岡鶴 崎)

、濃 建

重 症

中 等 症

輕 症

… 呈

29名

11名

15名

1.1ヨ リ

0.85迄

7名

10名

20名

0.85

以 下
卒 均 値

2名秘 壇殖:阻ll
播 種 型1.14

3名

9名

1.00

1.08

之 ニ ヨ レバ 慢 性 重 症 者 ノ「オ プ ソニ ン」率 ハ高 シ

重 症 ニ テ モ急 性 ノモ ノハ1.0二 近 ク、 重 症 ニ シ

テ1.0以 下 ノモ ノハ非 常 二重 態 ニ シテ死 ノ近 キ

者 ナ リ。 他 面 輕 症 及 殆 ド治 癒 セ ル モ ノハ 「オ プ

ソニ ン」卒 低 シ、 之 ラ イ ト、 大 谷 、 紺 田 ノ成 績

二略 ζ一 致 ス。

第27表(a)

第 二 十 七 節 「ツ ベ ル ク リ ン

ア レ ル ギ ー1

余 ハ第9同 結 核 病 學 會 宿 題 報 告 二於 テ、結 核 「ツ

ベ ル ク リン ア レル ギー 」テ報 告 シ、多 撒 ノ統 計 ヲ

印刷 配 布 セ リ。而 シテ「ツベ ル ク リ ンァ レル ギー 」

ノ分 類 二就 テ ハ、 ソ ノ後 二於 テモ、 診 断 及 治 療

ノ昭和8年11月 ノ臨 時増 刊 ニ テ登 表 セ リ。 「ツ

ベ ル ク リン ア レル ギ ー」 ノ陽 性 度 ハ ソ ノ 検 査 方

法 二依 ツ テ異 ル モ ノナ リ。又 ソ ノ使 用 ス ル 「ツベ

ル ク リンJノ 量 二依 ツテ モ差 ア リ。 余 等 ハ常 ニ

ピル ケ氏 反癒 ヲ用 ヒ、 ピル ケ陰 性 ナル モ ノニハ

1000倍 「ツベ ル ク リン」0.1c.c・皮 内反 慮 テ試 ミテ

ジ ノ陽 性9L`Flj定 ス ル モ、 更 二100倍0.1c・c・ 皮 内

反 慮 ラ用 ヒタ ル モ ノモ ア リ。 コ レ ラニ依 ツ テ、

「ツベ ル ク リン ア レル ギー」ノ憂 動 ヲ見 レバ種 々

ナ ル場 合 ア リ次 ノ如 シ。

「ツベ ノレク リン ア レルレギ ー」ノ攣 動 ノ種 々ナ ル場 合

覇 ノレク リ ン ア レルレ1
豫 後 良 實 例 豫 後 不 良 實 例

(1)陰 一 陰
絶 封 的 「ア 子 ル ギ
ー」(「ノル メ ルレギ ー 」)多 数 陰性 「ア 子,レギー 」未経験

(2)陰 一 弱 → 陰 陽 性 「ア 子ル ギ ー」

(イ)BCG接 種 ノ場 合
ニ ア リ(今 村 ソノ他)

(ロ)自 然 感 染 ニ テハ
未 知

陰 性 「ア 子 ノレギ ー 」肺結核3人(黄 楊)

(3)陰 一 陽
陽性嬉 化健康良性
「ア の レギー」

一 一 一 一一 　　 }一 一一 一

(イ)自 然感染 二多 ン叉
(ロ)BCG接 種 ノ揚合

二多 ン
陽性轄化罹患

(イ)肺 結核5人(貴 鳴)
肺結核10人(黄 楊)

(ロ)其 他肋膜 炎二多 シ

(4)弱 一　 中 → 強
良 性 「ヒ ッ ペ ル エ

7レギ ー 」

(・イ)肺結核41人(黄 楊)
(ロ)健 康者ニテ看護婦

二多倣認 ム(黄楊)

悪 性 「ヒ ツ ペ ル エ

ルレ ギ ー 」
肺結核20人(黄 楊)

弱→弱
(5)陽 性不攣 中→中

強→強

良 性 「ア レ,レ ギ ー 」

良 性 「ヒ ツ ペ ルレエ

ル ギ ー 」

一 ■一 一-一

肺結核51人(黄 楊)

一悪 性 「
ア の レギ ー」

悪 性 「ヒツ ペ ルレエ
ル ギー」

肺結核15人(黄 楊)

(6)轟=鋸 良 性 「ヒポ ア の レ
ギ ー1

肺結核5人(黄 楊) 悪 性 「ヒ ポア の レ
ギー」 肺 結核55人(黄 楊)

(7)陽 一 陰 陽 性 「ア 子 ルレギ ー 」

肺結核4人(貴 鳴)
淋巴腺結核1人(黄 楊)
(血中薗 陽性)

陰 性 「ア 子 ルレ ギ ー 」鋤(翻
1

「ッベ ル ク リン」反鷹 テ1同 検 査 シ
、 他 ノ種 々 ナ

ル 所 見 ヲ綜 合 シテ、 豫 後 ノ判 定 二蓼考 トナ スベ

キ場 合 アル モ、 コ レテ頻 同検 査 ス レバ 更 二 「ツ

ベ ル ク リ ン ア レル ギー」ト結 核 豫 後 ノ 關 係 ラ ヨ

リ明 カ ニ ナ シ得 ベ キ ナ リ。

ナ ホ 「ッベ ル ク リ ン」反 慮 ノ登 赤 、 腫 脹 ノ程 度 又

ハ速 力 ヨ リ シテ、 古 來 豫 後 刺 定 二用 フル人 アル

モ、1同 検 査 二於 テハ、 ソ ノ意 義 明 ラカ ナ ラザ

第27表(b)肺 結核 ノ豫後 トピルレケ反鷹 ノ

獲赤及 ビ腫脹 トノ關係(黄 楊)

＼ 経過、＼

「ツベル グ＼

リ♪」反腫

1

良1不 攣 不 良

登 赤

壇 40(41.5%) 29(46.2%) 14(15.5%)

不攣51(52.8%) 30(47.5%) 15(16.9%)

減 6(5.7%) 4(6.3%) 61(67.6%)

腫 脹
培 42(42.3%) 29(46.2%) 26(28.8%)

不攣 51(52.8%) 30(47.5%)
一

15(16.9%)

減 4(4.9%♪ 4(6.3%) 49(54.396)
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ル 揚 合 多 シ。 然 レ ドモ ピル ケ氏 反 慮 ノ登 赤 腫 脹

ラ頻 同 調 査 ス レバ、 ソ ノ動 揺 二依 リ、 多 少興 味
　

アル黒占ア リ。

コ レニ依 リテハ 、 豫 後 不 良 ナ ル モ ノニ於 テ ハ、

登 赤 浦 ユ ル モ、 腫 脹 ノ残 ル傾 向 ア リ。 カ ・ル清

耗 性 反 慮 ノモ ノハ、 豫 後 不 良 ナ ル ラ示 ス。

要 スル ニ 「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 ハ先 ヅ ピル ケ氏反

磨 ラ行 ヒ、 ソ ノ陰 性 ナル モ ノニ ハ後 ニ マ ン トウ

氏 反 磨 ラ併 用 ス レバ、 「ツベ ル ク リン」反 癒 テ豫

後 ノ判 定 二利 用 スベ キ鮎 多 シ。 勿 論 「ツ ベ ル ク

リ ン」反 磨 ハ、 第27表a二 於 ケル ガ如 久 種 々

ナ ル場 合 ア リ。 又 、 大 住 ハ 「チ フス」患 者 二於 テ

(大阪 署事 新 誌 第2巻 第5號)黄 楊 ハ 狸紅 熱 、 庶

疹 、 急 性 肺 炎 二於 テ 非 特 異 性 一 時 的 「ア 子 ル ギ

ー 」ラ護 明 シ、 又 坂 本 、 唐 澤 モ 「クルップ」性 肺 炎

患 者 二就 テ報 告 セ リ(結 核 第12巻 第1號)結 核

性 肺 炎 ガ 肺 結 核 患 者 二起 リ 「ツ ベ ル ク リ ンア 子

ル ギー」ガ オ つ レバ、 軍 二陰 性 「ア子 ル ギー」 ト

云 フベ キ モ、 結 核 患 者 ガ非 結 核 性 例 ヘ バ 「クル 。

プ」性 肺 炎 ニ テ、 死 去 ス ル場 合 ソ ノ際 ノ「ツベ ル

ク リ ン」反 慮 ガ 陰 性 トナ ル トモ コ レハ 非 特異 性

一 時 的 「ア子 ル ギー」 ト考 フ、 此 非 特異 性 一 時 的

「ア子 ル ギー」ハ、 必 ズ シモ豫 後 悪 シ ト云 フ能 ハ

ズ。 ク レ ンペ レル ノ診 断 學 二於 テ ハ 陰 性 「ア子

ル ギー」ノ名 ノ下 二非 特 異 性 一 時 的 「ア子 ル ギー 」

ト陰 性 「ア子 ル ギー」トノ嘔 別 無 シ故 二 陰 性 「ア

子ル ギー 」ノ豫 後 的意 義 ラ見 ル 場 合 二 不 都 合 ナ

リ。

第二十八節 全血液内結核菌増殖

ラ イ ト ノ「ス ラ イ ドセ ル、 カル チ ユ ア」ハ人 禮 二

於 テ今 村 及 澁 川 、 澁 川 ノ實 験 ア リテ既 二 「結 核 」

二於 テ 報 告 セ リ、 特 二 澁 川 ハ 重 症 肺結 核 患 者

105例 二於 テ 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 ニ シテ 全

血 液 内結 核 菌」曾殖 陽性 ナ ル者 二就 テ詳 細 二報 告

セ リ。 爾 今村 、 澁 川 ハ第9同 結 核 病 學 會 二於 テ

少数 例 ナ レ ドモ肺 結 核 ガ治 癒 二 向 ヒ タル場 合 二

結 核 菌 増 殖 陰 性 ガ陽 性 二 向 フ者 テ報 告 セ リ、 反

封 二菌 檜 殖 陰 性 ヨ リ陽 性 ニ ナ レル者 或 ハ弱 陽性

ヨリ強陽性 ニナレル者二於テハ豫後不良 ナルテ

示 セリ。此事ハ今 ノ所例外 テ見ザルテ以テ豫後

判定二最 モ興味多キ者ナ リ。

術當學會二於 テ西村ハ 「スライドセルカルチユ

ア」ノ改良法(今 村及西村法)テ 登表セリ、之ニ

ヨレバ菌曾殖比較的確實 ナルヲ以テ今後此法ニ

ヨル研鑛 テ惜 マザルベ シ。

摘 要

以上各節二於テ述 べ來 リタル事項 テ考 フルニ研

究 ノ封象 トシテ如何ナル事 モ興味アルベキモ、

實際署家 ノ立場 ヨリ見 レバ豫後判定二懸用セラ

ルベキ事ハ決 シテ多 カラズ。

第一。結核菌二就 テハ喀疾中 ノ結核菌 ノ存否及

其撒 テ出來ルダケ度 々調査スル事ハ實際的二豫

後判定上意義多 シ。喀疾中二結核菌 テ謹明セザ

ル トモ肺臓 ヨリ氣管ラ通 ジテ結核菌 ガ排出セラ

レ、胃内容物或 ハ糞便 ヨリ謹明セラル場合 アル

事 ガ近來報告セラル虎ナル故二喀疾中 ノ結核菌

有無ニヨリテノミ豫後判定 テ爲 シ得ザルハ勿論

ナリ。然 レドモ喀疾中 ノ結核菌 ノ存否及其撒テ

知ル事ガー般二尚汎 ク用 ヒラル レバ、豫後判定

二資 スル虜最モ多カルベ シ。喀疾中結核菌 ノ形

態或 ハ喀疾中 ノ細胞及蛋白二就テモ尚研究上興

味多キ鮎 アルモ實際上豫後判定 二資スル庭少

シ 。

流血中 ノ結核菌ハ其謹明ガ實際署家 一トリテ困

難ナル故ニー般的二用 ヒ得ザルモ、此謹明法ガ

爾改良セラレ簡易ニナルナラバ且又其敷量的及

時期的観察ナ ドガ詳細ニナルナラバ豫後判定二

用 ヒラル鮎多カルベ久 今後興味 アル問題 タル

ベ シ。結核菌 ノ毒力 ノ・豫後判定二役立 タザル者

ナ リ。又菌型(人 型或ハ牛型)モ 未ダ問題 トナラ

ザルナリ.

第二。混合感染二於テハ唯肺臓 二於 ケル細菌性

混合感染二鰯 レタルノミナルガ、余ハ豫後判定

上混合感染ハ興味 アリト考 フル他 二治療 上ニモ

今後盆々實際的二混合感染 テ念頭二置 クベキモ

ノナリト考 フ.然 シテ廣 キ意味 ノ混合感染或ハ

合併症 トシテ ノ傳染性疾患等 ト結核 トノ關係二
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就 テ ハ爾 興 味 アル 鮎 甚 ダ多 シ ト云 フベ キ モ今 日

ノ、言命夕玉トセ リ。

第 三。 肺 結 核 患 者 ノ血液 ノ酸 中 和能 力 ノ低 下 ハ

豫 後不 良 ヲ・示 ス場 合 多 シ。

第 四 。 肺結 核 患 者 ノ血 清 「ビ リル ビ ン」ノ減 少 ハ

多 クノ・豫 後 不 良 テ示 ス。

此 二項 ハ細 菌 免 疫 學 的 方 面 二属 セ ズ寧 ロ血 液 所

見 二入 ルベ キ者 ナ ル モ結 核 菌 ノ檜 殖 ト關 係 アル

故 二敢 テ本 報 告 二於 テ述 ベ タ リ。 結 核 菌 ハ弱 酸

性 二於 テ檜 殖 シ易 シ 然 シテ 局所 或 ハ 血 液 「ア チ

ドー ぜ」テ 惹 起 セ シムル 事 ガ結 核 ノ進 展 テ促 進

スル場 合 アル 事 ラ知 ル故 二 「ア チ ドー ゼ」テ惹 起

セ シムル 事柄 ガ結 核 ノ豫 後 二何 ラ カ ノ影 響 アル

ベ シ。 然 レ ドモ 「ア チ ドー ぜ」ガ 如何 ナル場 合 ニ

モ結 核 二悪 影 響 ア リ ト考 フル能 ハ ズ。 結 核 ノ急

性 ナ ル場 合 或 ハ慢 性 ナル場 合 二於 テ或 ハ又 血液

ノ酸 中和 能 力 ノ低 下程 度 ニ ヨ リテ考 へ 方 テ異 ニ

ス ベ シ、 又 起 スベ キ「アチ ドー ゼ」ノー時 的 力永

綾 的 力或 ハ其 程 度 ニ ヨ リテ結 核 二及 ボ ス影 響 ハ

異 ナ ルベ シ、 即 チ 「ア チ ドー ゼ」ハ アル場 合 ・・結

核 ノ進 展 ヲ促 進 シ豫 後 テ不 良 ナ ラ シメ、 アル揚

合 ハ適 當 ノ刺 戟 トナ リ、 一 種 ノ攣 調 療 法 トナ ル

ベ キ場 合 アル ベ シ、 是 等 二就 テ ノ、尚 研 究 デ要 ス

ベ キ貼 ナ リ
。 カ ・ル 故 二 「ア チ ドー ぜ」テ起 ス事

柄 ノ共 存 ス ル場 合 ハ 必 ズ豫 後 不 良 二傾 カ シム ル

ト言 フ能 ハ ズ。 然 レ ドモ豫 後 不 良 二導 ク場 合 ア

ル故 二注 意 テ要 ス。

血 液 中 ノ「ビ リル ビ ン」ト結 核 トノ關 係 二就 テハ

第 四 章各 節 二於 テ述 ベ タ リ.肺 結 核 二合併 スル

種 々 ナ ル疾 病 ニ テ血 中 「ビ リル ビ ン」ノ檜 減 スル

者 ハ肺 結 核 ノ豫 後 二好 悪 何 レカ ノ影 響 アル ベ シ

ト考 フ。 尚 血 液 ノ 「ビ リル ビ ン」ヲ増 加 セ シメ、

然 モ爾 身膣 各臓 器 ノ官 能 テ害 セ ザ ル ナ レバ結 核

ノ進 展 テ阻 止 シ豫 後 テ良 好 二傾 カ シム ル者 ト考

フ。 此 考 ヘ ヨ リ シテ 今 村 、 澁 川 、 米 田 ハ 「ビ リ

ル ビ ン」テ 實 験 的 及 臨 躰 的 二 治療 ノ目的 二用 ヒ

ツ ・ア リ、 其 一 部分 ハ當學 會 二於 テ登 表 ス ル所

ナ ル ガ爾大 二研 究 テ要 スベ シ。

第 五 。凝 集 素沈 降 素 及補 膿 結 合反 慮 ノ各 ・々ノー

反 癒 ノ ミニ ヨ リ又其1同 試 験 ニ ヨ リテ ハ豫 後 上

二資 ス ル所 少 シ、 三 反 慮 テ相 共 二見 ル事 モ大 ナ

ル特 徴 ナ シ、 カ ・ル故 二他 ノ所 見 ヲ参 照 シ或 ノ・

反 慮 ノ清長 テ見 テ、 豫 後 判 定 ノ参 考 トス ル者 ナ

リ.三 反 慮 中最 モ多 ク研 究 セ ラル ・補 膿結 合 反

慮 ニ シテモ熊 谷 ノ掲 グル如 ク種 々 ナル場 合 ア リ

テ、豫 後 判 定 二複 雑 ナ ル考 慮 テ要 スル故 二實 際

問題 トシ テ豫 後 判 走 二利 ス ル所 比 較 的 少 シ、「オ

プ ソニ ン」モ亦 然 リ。

之 二反 シテ全 血液 内 ノ結 核 菌 培 養 成 績 ハ豫 後 判 .

定 二最 モ興 味 ア リ。 今 村、 澁 川 ニ ヨ レバ罹 患 中

結 核 菌 増 殖 陰 性 ナ リ シ者 ガ治 癒 二向 ヘ バ陽 性 ト

ナ リ、澁 川 ノ登 表 セ シ如 ク罹 患 中 噌殖 陰 性 ナ リ

シ者 ガ病 勢 悪 化 セバ檜 殖 シ來 リ、増 殖 程 度 檜 ス

ニ從 ヒ豫 後 不 良 ニ シテ殆 ド例外 テ見 ザ ル ナ リ
。

但 シ此 全 血液 内結 核 菌培 養 方 法 ノ手技 簡 易 ナ ラ

ザ ル故 二實 際 馨家 二用 ヒ ラ レ難 キ傾 向 アルノ・遺

憾 ナ リ、 當 學 會 ニ テ西 村 ガ報 告 セル培 養 法 モ實

際 的 二用 ヒル ニハ爾 簡 易 ナ ラ ザ ル モ研究 上 興 味

ア リ ト考 フ.

「ツベ ル ク リ ン
、 ア レル ギー」殊 二皮 膚 二於 ケ ル

「ア レル ギー」ハ肺 結 核 ノ豫 後 判 定 二資 ス ル ノ ミ

ナ ラズ、 診 断 上 又 治 療 上 二参 考 トナル ベ キ故 二

大 二磨 用 セ ラル ベ キ者 ナ リ。
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